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令
和
の
即
位

　

二
〇
一
九
年
、
三
十
一
年
目
の
平
成
が
終
焉
を
迎
え
、
令
和
に
改
元
さ
れ
た
。
幕
末
の
光
格
天
皇
以
来
の
譲
位
（
退
位
）
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
皇
室
典
範
第
四
条
に
「
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
嗣
が
、
直
ち
に
即
位
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
現
行

の
制
度
に
お
い
て
天
皇
は
生
前
退
位
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
般
の
天
皇
退
位
は
「
お
こ
と
ば
」
を
契
機
と
し
て
の
特
例
で
あ
っ
た
。

　

一
連
の
経
緯
を
日
本
国
民
は
歴
史
の
証
人
と
し
て
目
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
退
位
し
た
天
皇
を
ど
の
よ
う
に
呼
ぶ
か
、
と
い
う

こ
と
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。
結
局
、
太
上
天
皇
で
は
な
く
、
上
皇
と
な
り
、
美
智
子
皇
后
は
上
皇
后
と
な
っ
た
。
こ
の
「
上
皇

后
」
と
い
う
称
号
は
、
日
本
史
を
研
究
し
、
皇
太
后
に
な
じ
ん
で
い
る
私
に
と
っ
て
、
や
や
違
和
感
の
あ
る
表
現
だ
っ
た
。
読
者
諸
賢

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
の
近
代
史
で
も
先
例
が
な
い
天
皇
退
位
と
い
う
歴
史
的
瞬
間
を
二
十
一
世
紀
の
今
日
に
お
い
て
我
々
が
目

撃
で
き
た
こ
と
は
、
極
め
て
大
き
な
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
と
い
え
る
。
加
え
て
、
天
皇
だ
け
で
な
く
、
太
上
天
皇
・
皇
后
と
い
っ
た

身
位
に
注
目
が
集
ま
っ
た
こ
と
も
、
今
後
の
皇
室
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
、
と
い
う
注
意
喚
起
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

現
代
の
皇
室
を
考
え
る
上
で
、
日
本
史
上
に
お
け
る
皇
室
の
歴
史
に
も
目
配
り
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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日
本
史
上
の
王
権
概
念

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
『
日
本
古
代
王
権
と
貴
族
社
会
』
で
あ
る
。
王
権
と
い
う
の
は
学
術
用
語
で
あ
る
が
、
近
年
の
日
本
古
代
史
分

野
で
は
市
民
権
を
得
て
い
る
ホ
ッ
ト
な
ワ
ー
ド
と
い
っ
て
よ
い
。「
序
章
」
を
あ
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
が
、
日
本
古
代
史
分

野
に
お
け
る
王
権
と
は
、
天
皇
だ
け
で
な
く
、
太
上
天
皇
・
皇
后
・
皇
太
后
・
皇
太
子
な
ど
、
天
皇
を
支
え
る
権
力
体
の
総
称
で
あ
る
（
（
（

。

　

し
か
し
、
市
民
権
を
得
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
概
念
設
定
に
対
し
て
懐
疑
的
な
見
方
も
あ
る
。
以
下
で
一
部
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
、
古
代
史
研
究
者
の
大
津
透
氏
の
見
解
を
部
分
的
に
掲
げ
る
（
（
（

。

最
近
日
本
史
に
関
す
る
書
物
の
題
に
「
王
権
」
と
い
う
語
を
し
ば
し
ば
眼
に
す
る
。
ほ
と
ん
ど
定
義
も
な
く
何
と
な
く
使
わ
れ
て

い
る
感
も
あ
る
が
、
と
て
も
使
い
や
す
い
言
葉
な
の
は
た
し
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
筆
者
は
古
代
史
を
勉
強
し
て
い
る
の
で

「
王
権
」
と
い
わ
な
く
と
も
「
天
皇
制
」
で
い
い
と
思
う
が
、
中
世
や
近
世
で
は
「
天
皇
制
」
で
は
落
ち
つ
か
ず
、
権
力
の
実
質

を
失
っ
た
天
皇
だ
け
で
な
く
権
力
を
も
つ
幕
府
も
視
野
に
い
れ
て
「
王
権
」
と
い
う
語
で
と
ら
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。（
中
略
）

古
代
史
の
論
文
を
読
ん
で
い
る
と
、「
近
年
の
王
権
論
の
進
展
を
う
け
て
」
な
ど
の
文
章
を
よ
く
眼
に
す
る
の
だ
が
、
本
当
の
こ

と
を
い
う
と
「
王
権
論
」「
王
権
論
の
展
開
」
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。（
中
略
）
単
に
権
力
・
権
威
の

分
有
論
で
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
天
皇
制
の
具
体
的
な
あ
り
方
の
分
析
と
い
う
こ
と
で
有
益
で
あ
る
に
し
て
も
、
何
故
王
権
と

い
う
語
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。

　

大
津
氏
の
見
解
は
、
天
皇
制
を
分
析
す
る
指
標
と
し
て
王
権
論
は
有
効
で
は
あ
る
も
の
の
、
王
権
と
い
う
用
語
を
取
り
た
て
て
使
う

必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
に
集
約
さ
れ
る
。
次
に
、
中
世
史
研
究
者
で
あ
る
河
内
祥
輔
氏
の
見
解
を
紹
介
す
る
（
（
（

。
河
内

氏
は
「
私
は
「
王
権
」
の
語
を
使
っ
た
こ
と
が
な
く
、
今
後
も
使
お
う
と
は
思
わ
な
い
」
と
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

私
が
「
王
権
」
の
語
を
使
わ
な
い
理
由
は
、「
王
権
」
の
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
他
に
用
い



まえがき

iii

る
べ
き
言
葉
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。（
中
略
）
問
題
は
「
王
権
」
の
対
象
が
天
皇
以
外
に
拡
散
し
て
い
る
こ
と
に

あ
る
。（
中
略
）
私
は
国
王
と
呼
び
う
る
存
在
は
天
皇
で
あ
る
と
単
純
に
思
っ
て
い
る
の
で
、
将
軍
や
摂
関
を
国
王
と
み
な
す
か

の
よ
う
な
議
論
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

　

大
変
痛
烈
な
批
判
で
あ
る
。
確
か
に
、
王
権
の
用
語
が
無
制
限
に
拡
大
し
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。
例
え
ば
、
以
前
は
「
ヤ
マ
ト
政

権
」
と
称
さ
れ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
倭
の
五
王
の
時
代
に
お
け
る
国
制
も
、
近
年
で
は
「
ヤ
マ
ト
王
権
」
と
い
う
呼
称
に
変
化
し
て
い

る
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。
一
般
に
奈
良
時
代
は
「
律
令
国
家
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
近
年
「
律
令
国
家
」
と
い
う
呼
び
方
が
適
切
な

の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
も
疑
義
が
生
じ
て
き
て
い
る
（
（
（

。
そ
う
し
た
傾
向
も
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
王
権
と
い
う
呼
称
が
何
ら

疑
問
を
差
し
挟
む
余
地
も
な
く
、
無
制
限
に
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
中
世
史
・
近
世
史
で
王
権
概
念
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
つ
問
題
に
な
る
の
が
、
河
内
氏
も
明
快
に
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
武
家
政
権
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
、
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
武
家
政
権
を
王
権
と
と
ら
え
る
論
者
に
は
、
古
代

史
研
究
者
の
荒
木
敏
夫
氏
（
（
（

や
中
世
史
研
究
者
の
五
味
文
彦
氏
（
（
（

ら
が
い
る
。
荒
木
氏
は
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
・
頼
山
陽
が
著
し
た
『
日

本
外
史
』
巻
一
・
源
氏
前
記
、
平
氏
の
「
外
史
氏
曰
く
、
王
権
の
武
門
に
移
る
は
、
平
氏
に
始
り
、
源
氏
に
成
れ
り
。
而
し
て
こ
れ
を

基
す
る
者
は
藤
原
氏
な
り
」
と
い
う
記
述
が
「
国
王
の
権
力
・
君
権
」
と
も
、「
時
代
を
支
配
す
る
者
・
集
団
の
権
力
」
と
も
理
解
で

き
る
と
し
、
王
権
の
用
語
は
天
皇
の
権
力
の
み
に
限
定
す
る
必
要
は
な
く
、
武
家
政
権
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
と
説
く
。

　

五
味
氏
は
東
国
国
家
論
と
い
う
立
場
か
ら
王
権
概
念
使
用
を
支
持
し
て
お
り
、
平
泉
の
奥
州
藤
原
氏
も
王
権
（
辺
境
王
）
と
す
る
。

武
家
政
権
と
い
う
と
、
鎌
倉
幕
府
・
室
町
幕
府
・
江
戸
幕
府
を
真
っ
先
に
想
起
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
幕
府
に
つ
い
て
も
、
六
波

羅
幕
府
（
（
（

・
福
原
幕
府
（
（
（

・
奥
州
幕
府
構
想
（
（
（

・
安
土
幕
府
（
（1
（

と
い
っ
た
形
で
、
乱
立
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
山
本
博
文
氏
（
（1
（

は
慶
長

年
間
の
政
治
体
制
を
天
皇
王
朝
・
徳
川
王
朝
・
豊
臣
王
朝
と
い
う
形
で
理
解
し
て
い
る
。
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鎌
倉
幕
府
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

　

以
上
の
よ
う
な
中
・
近
世
の
王
権
概
念
を
ど
の
よ
う
に
整
理
す
べ
き
か
。
大
変
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
鎌
倉
幕
府
が
そ
れ
自
身

「
王
権
」
と
し
て
の
独
自
の
成
り
立
ち
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
で
王
権
概
念
の
有
効
性
を
探
る
方
法
論
は
、
今
一
度
考
え
て

み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
新
田
一
郎
氏
（
（1
（

は
、
独
自
の
世
界
を
構
築
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
鎌
倉
将
軍
を
独
自
の
「
王
権
」
の
担
い
手
と

す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
く
、
共
通
の
世
界
像
を
背
景
と
し
、
そ
の
内
部
で
分
節
さ
れ
る
方
向
を
と
っ
た
と
み
る
べ
き
、
と
す
る
。
こ

こ
で
登
場
す
る
「
分
節
」
と
い
う
表
現
は
、
権
門
体
制
論
に
依
拠
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
権
門
体
制
論
と
先
に
登
場
し
た
東
国
国
家
論
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
（
（1
（

。
権
門
体
制
論
は
中
世
史
研
究
者
で

あ
る
黒
田
俊
雄
氏
（
（1
（

が
提
唱
し
た
概
念
で
、
天
皇
・
院
・
摂
関
を
中
心
と
す
る
公
家
政
権
、
幕
府
（
武
家
政
権
）、
寺
社
勢
力
が
中
世
の

国
家
機
能
を
分
掌
し
つ
つ
、
相
互
補
完
的
に
国
家
支
配
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
国
家
の
中
に
複

数
の
権
力
体
が
存
在
す
る
と
い
う
点
で
、
日
本
古
代
史
分
野
の
王
権
概
念
に
近
い
考
え
方
と
い
え
る
。

　

東
国
国
家
論
は
こ
れ
も
中
世
史
研
究
者
で
あ
る
佐
藤
進
一
氏
（
（1
（

が
提
唱
し
た
概
念
で
、
鎌
倉
幕
府
を
朝
廷
か
ら
独
立
し
た
別
個
の
国
家

と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
発
展
的
に
継
承
し
た
の
が
五
味
氏
で
、「
二
つ
の
王
権
」
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
（
（1
（

。

　

要
す
る
に
、
西
国
に
位
置
す
る
天
皇
や
院
を
中
心
と
す
る
朝
廷
、
東
国
に
拠
点
を
構
え
る
武
家
政
権
を
一
つ
の
国
家
の
枠
組
み
で
理

解
す
る
か
、
そ
れ
と
も
二
つ
の
国
家
と
し
て
と
ら
え
る
か
、
と
い
う
問
題
意
識
の
対
立
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
新
田
氏
の
鎌
倉

幕
府
へ
の
理
解
を
権
門
体
制
論
に
依
拠
し
た
も
の
と
い
う
解
釈
を
示
し
た
が
、
東
国
国
家
論
の
枠
組
み
で
理
解
す
る
事
例
と
し
て
は
、

鎌
倉
武
士
が
鎌
倉
に
居
住
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「「
首
都
」
と
し
て
の
鎌
倉
」
と
評
し
た
、
谷
口
雄
太
氏
（
（1
（

の
表
現
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ま
た
、
谷
口
氏
は
江
戸
幕
府
に
つ
い
て
も
、
参
勤
交
代
と
江
戸
の
関
係
を
挙
げ
て
説
明
し
て
お
り
（
（1
（

、
大
石
学
氏
（
（1
（

も
朝
鮮
通
信
使
が
江
戸
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に
到
来
す
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
を
首
都
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
は
権
力
を
喪
失
し
な
が
ら
権
威
を
ま
と
い
続
け
た
天
皇
と
、
そ
れ
に
対
峙
す
る
武
家
政
権
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す

る
か
と
い
う
、
大
き
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
一
方
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
後
鳥
羽
上
皇
と
源
実
朝
の
親
密
な
関
係
を
指
摘
す
る

意
見
（
（2
（

も
あ
り
、
公
武
関
係
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

王
権
の
一
角
と
し
て
の
室
町
幕
府

　

織
豊
期
の
王
権
概
念
に
つ
い
て
、
堀
新
氏
（
（2
（

は
〈
日
本
国
王
〉
織
田
信
長
、〈
中
華
皇
帝
〉
豊
臣
秀
吉
と
い
う
視
点
を
示
し
、
武
家
勢

力
・
公
家
勢
力
の
補
完
と
し
て
の
公
武
結
合
王
権
論
を
提
唱
し
て
い
る
。
一
方
、
近
年
織
田
信
長
に
関
す
る
一
連
の
論
考
を
一
書
に
ま

と
め
て
上
梓
さ
れ
た
久
野
雅
司
氏
（
（2
（

は
、「
織
田
信
長
政
権
」
と
し
て
い
る
。
確
か
に
信
長
は
朝
廷
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、「
王
権
」
で

は
な
い
と
思
わ
れ
、
中
世
の
朝
廷
と
武
家
政
権
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
読
み
解
く
か
が
問
題
と
な
る
。

　

そ
の
上
で
、
私
は
足
利
義
満
ら
、
室
町
幕
府
の
一
部
の
将
軍
は
「
王
権
」
に
含
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
三
代
将

軍
・
足
利
義
満
に
つ
い
て
は
、
今
谷
明
氏
（
（2
（

が
指
摘
し
た
「
王
権
簒
奪
計
画
」
が
著
名
で
あ
る
。
そ
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
義
満
は
天

皇
の
権
限
を
吸
収
し
、
極
小
化
す
る
こ
と
で
天
皇
家
を
追
い
詰
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
後
円
融
天
皇
の
廃
人
化
、
人
事
権
の
掌
握

（
公
家
の
人
事
は
義
満
と
摂
関
二
条
良
基
に
よ
り
決
定
）、
天
皇
祭
祀
権
の
否
定
（
北
山
第
の
祈
禱
が
朝
廷
よ
り
大
規
模
）、
改
元
権
も
義
満
が

掌
握
、
皇
位
継
承
決
定
権
も
義
満
の
手
に
帰
す
、
義
満
の
上
皇
待
遇
（
法
会
、
書
札
礼
な
ど
）、
義
嗣
（
義
満
庶
子
）
の
次
期
天
皇
待
遇

（
驚
異
的
速
度
の
官
位
昇
進
、
元
服
前
の
天
盃
、
内
裏
で
の
元
服
）
と
い
っ
た
点
な
ど
が
論
拠
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
谷
説
は
状
況
証
拠
に
立
脚
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
全
否
定
す
る
に
は
決
定
打
に
欠
く
。
以
後
、
今
谷
説
は
、
義
満
が
国
家
の
権
能

を
吸
収
し
、
王
権
が
治
天
か
ら
室
町
殿
へ
移
っ
た
と
す
る
富
田
正
弘
氏
（
（2
（

、
義
満
は
王
権
の
奪
取
で
は
な
く
、
天
下
成
敗
権
の
次
元
に
お
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け
る
公
武
統
合
を
指
向
し
て
い
た
と
す
る
川
岡
勉
氏
（
（2
（

、
公
家
社
会
秩
序
に
身
を
置
く
足
利
直
義
の
あ
り
方
に
近
い
と
す
る
石
原
比
伊
呂

氏
（
（2
（

ら
に
よ
っ
て
、
批
判
的
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
義
満
の
「
上
皇
化
」
と
い
う
理
解
は
正
し
い
と
思
わ
れ
、
義
満
は
天
皇
・
院
と
な
ら
ぶ
「
北
山
殿
」
と
な
っ
た
。

従
来
こ
の
こ
と
が
「
王
権
簒
奪
計
画
」
の
論
拠
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
抽
象
的
な
印
象
論
で
は
な
く
、
義
満
の
意
を
奉
じ
る

伝
奏
奉
書
の
出
現
も
無
視
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
本
来
天
皇
・
院
が
用
い
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
後
円
融
上
皇
死
去
が
契
機

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
石
原
氏
は
後
小
松
天
皇
を
後
見
す
る
た
め
の
方
法
論
と
し
て
、
義
満
の
「
院
政
」
が
創
出

さ
れ
た
と
す
る
（
（2
（

。

　

義
満
は
天
皇
で
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
行
為
が
可
能
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
浮
か
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

実
は
皇
位
に
つ
い
た
こ
と
の
な
い
人
物
が
「
院
政
」
を
行
っ
て
い
た
先
例
が
あ
る
。
南
北
朝
時
代
の
広
義
門
院
で
あ
る
。

　

広
義
門
院
（
西
園
寺
寧
子
）
は
後
伏
見
上
皇
女
御
で
、
北
朝
の
光
厳
・
光
明
天
皇
の
母
、
後
光
厳
天
皇
の
祖
母
に
あ
た
る
。
正
平
七

年
（
一
三
五
二
、
北
朝
・
文
和
元
年
）
閏
二
月
、
南
朝
が
京
都
を
占
拠
し
た
が
、
三
月
に
北
朝
が
京
都
を
回
復
し
た
。
し
か
し
、
光
厳

院
・
光
明
院
・
崇
光
院
・
廃
太
子
直
仁
親
王
が
南
朝
へ
連
行
さ
れ
て
し
ま
い
、
六
月
に
な
っ
て
後
光
厳
天
皇
（
崇
光
院
同
母
弟
）
が
即

位
す
る
。
こ
の
時
、
継
体
天
皇
即
位
の
先
例
が
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
（『
左
大
史
匡
遠
宿
禰
記
』
七
月
七
日
条
、『
園
太
暦
』
七
月
二
日
条
）

も
興
味
深
い
が
、
広
義
門
院
の
「
院
政
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
三
宮
御
登
壇
幷
女
院
御
政
務
事
令
㆓
執
申
㆒
云
々
」（『
左
大
史
匡
遠
宿
禰
記
』
文
和
元
年
六
月
三
日
条
）
と
い
っ
た
記
述
を
起
点
と
し
て
、

同
年
六
月
二
十
五
日
条
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

今
日
勧
修
寺
前
大
納
言
参
㆓
殿
下
㆒。
御
当
職
如
㆑
元
不
㆑
可
㆑
有
㆓
相
違
㆒
事
、
幷
天
下
政
務
内
々
可
㆓
御
計
㆒
之
由
申
㆓
入
之
㆒。
且
女

院
御
使
、
且
武
家
令
㆓
執
申
㆒
之
趣
云
々
。
就
㆑
之
践
祚
事
、
又
急
速
可
㆑
有
㆓
御
沙
汰
㆒
云
々
。
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『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
第
十
六
冊
五
九
七
頁
・
綱
文
に
「
広
義
門
院
、
二
条
良
基
ヲ
シ
テ
関
白
故
ノ
如
ク
、
権
ニ
天
下
ノ
政
務
ヲ

執
ラ
シ
メ
給
フ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
広
義
門
院
の
「
院
政
」
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
承
久
の
乱
後
、
後
高
倉
院
を
「
治
天

の
君
」
と
し
た
こ
と
で
後
堀
河
天
皇
の
即
位
が
可
能
に
な
っ
た
が
、
広
義
門
院
は
二
人
目
の
皇
位
に
つ
い
た
こ
と
の
な
い
「
治
天
の

君
」
で
あ
り
、
当
該
期
は
広
義
門
院
の
「
院
政
」
に
他
な
ら
な
い
（
（2
（

。
岡
野
友
彦
氏
（
（2
（

が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
皇
位
に
つ
い
た
こ
と
の
な

い
広
義
門
院
の
「
院
政
」
は
、
義
満
の
「
上
皇
化
」
を
う
な
が
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
、
義
満
の
子
で
あ
る
四
代
将
軍
義
持
は
少
し
異
な
る
立
場
で
あ
っ
た
。
義
持
は
大
嘗
会
節
会
内
弁
を
拒
否
し
て
い
る
が
、
摂
関

は
基
本
的
に
内
弁
を
勤
め
な
い
と
い
う
先
例
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
石
原
氏
は
、
義
持
が
足
利
将
軍
家
を
摂
関
家
に
准
じ
る
地
位

へ
と
格
上
げ
し
た
と
す
る
（
（3
（

。
加
え
て
、
石
原
氏
は
、
後
小
松
上
皇
の
院
執
事
に
就
任
し
た
義
持
の
あ
り
方
か
ら
、
天
皇
家
を
支
え
る
地

位
を
見
い
だ
し
て
い
る
（
（3
（

。
ま
た
、
北
朝
の
皇
位
継
承
は
室
町
幕
府
が
最
終
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
と
の
血
縁
関
係
や
摂
関
・

征
夷
大
将
軍
の
よ
う
な
固
有
の
地
位
に
依
拠
せ
ず
、
天
皇
の
補
佐
役
で
あ
る
室
町
殿
と
し
て
存
在
し
た
と
い
う
佐
伯
智
広
氏
（
（3
（

の
よ
う
な

理
解
も
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
武
家
政
権
と
い
う
性
格
よ
り
も
、
家
格
と
し
て
の
「
北
山
殿
」「
室
町
殿
」
に
重
き
を
置
く
見
解
と
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
（
（3
（

。
本
書
序
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
私
は
摂
関
を
王
権
の
一
角
と
み
な
す
が
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
所
説
に
よ
れ
ば
、
室
町
幕
府

は
王
権
の
一
角
（
補
佐
役
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

鎌
倉
時
代
の
公
武
関
係
史

　

鎌
倉
時
代
の
起
点
は
い
つ
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
は
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
た
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
が
有
力
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
守
護
・
地
頭
を
設
置
し
た
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
と
い
う
説
が
出
さ
れ
、
今
日
で
は
多
く
の
説
が
乱
立
し
、
定
見
を
得
て
い
な
い
。
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こ
の
一
見
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
よ
う
に
映
る
鎌
倉
幕
府
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
東
国
国
家
論
の
理
解
に
も
関
わ
る
の
で
、
大

変
重
要
で
あ
る
。

　

鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
は
女
の
大
姫
入
内
を
画
策
し
て
い
た
が
、
佐
藤
進
一
氏
（
（3
（

に
よ
れ
ば
、
大
姫
が
産
ん
だ
後
鳥
羽
天
皇
の
皇

子
を
将
軍
に
推
戴
し
、
頼
朝
、
あ
る
い
は
嫡
子
の
頼
家
が
武
家
の
棟
梁
（「
鎌
倉
殿
」）
と
し
て
補
佐
す
る
構
想
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、
坂
井
孝
一
氏
（
（3
（

は
、
史
上
初
の
武
家
政
権
を
公
家
政
権
の
王
権
に
よ
っ
て
権
威
化
す
る
意
図
が
あ
っ

た
と
い
う
。

　

三
代
将
軍
・
実
朝
と
後
鳥
羽
と
の
近
し
い
関
係
に
つ
い
て
も
、
坂
井
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
実
朝
の
名
付
け
は

後
鳥
羽
で
あ
り
（『
猪
熊
関
白
記
』
建
仁
三
年
〔
一
二
〇
三
〕
九
月
七
日
条
）、
閑
院
内
裏
造
営
へ
の
協
力
、
右
大
臣
任
官
な
ど
、
多
く
の

事
例
が
あ
る
。
実
朝
は
頼
朝
と
同
じ
く
王
権
を
意
識
し
た
。
後
鳥
羽
の
皇
子
を
推
戴
し
た
上
で
の
「
幕
府
内
院
政
」
を
志
向
し
、
後
鳥

羽
も
東
国
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
か
ら
快
諾
し
た
と
い
う
（
（3
（

。

　

し
か
し
、
実
朝
暗
殺
と
い
う
重
大
事
件
に
よ
り
、
後
鳥
羽
は
北
条
義
時
追
討
を
命
じ
た
。
承
久
の
乱
で
あ
る
。
こ
の
乱
で
幕
府
側
は

圧
勝
し
、
以
後
の
皇
位
継
承
決
定
権
は
鎌
倉
幕
府
が
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
（3
（

。
た
だ
し
、
院
と
皇
位
継
承
を
調
整
す
る
室
町
幕
府
と

は
異
な
り
、
鎌
倉
幕
府
は
裁
定
す
る
姿
勢
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
江
戸
幕
府
も
同
様
と
思
わ
れ
る
。

　

武
家
政
権
と
は

　

王
権
概
念
を
踏
ま
え
た
上
で
の
武
家
政
権
の
特
質
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
鎌
倉
幕
府
は
源
氏
一
門
で
の
継
承
を
志
向
せ
ず
、
実
朝
ま
で

は
王
権
へ
の
接
近
を
企
図
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
将
軍
・
得
宗
の
二
頭
政
治
が
出
現
す
る
が
、
得
宗
は
将
軍
権
力
簒
奪
を
志
向
し
て
い

な
い
（
（3
（

。
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室
町
幕
府
は
貴
族
化
（
上
皇
化
・
准
摂
関
化
）
し
、
皇
位
継
承
を
調
整
す
る
王
権
の
一
角
へ
と
変
貌
し
た
が
、
江
戸
幕
府
は
そ
れ
と

は
一
線
を
画
す
立
場
と
な
っ
た
。
禁
中
並
公
家
諸
法
度
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
江
戸
幕
府
は
朝
廷
を
統
制
し
た
の
で
あ
る
（
（3
（

。
ま
た
、

首
都
＝
江
戸
と
い
う
現
象
も
生
じ
る
が
、
王
権
と
は
み
な
し
が
た
い
。

　

山
本
氏
が
提
示
し
た
天
皇
・
江
戸
幕
府
・
豊
臣
家
と
い
う
複
数
の
王
朝
が
並
立
す
る
枠
組
み
（
（4
（

に
も
疑
問
符
が
つ
く
。
藤
田
覚
氏
（
（4
（

が
直

截
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
誰
が
王
か
よ
り
、
公
武
関
係
を
近
世
を
通
じ
て
の
変
化
と
し
て
究
明
す
る
方
が
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
以
上
の
よ
う
に
、
中
・
近
世
の
武
家
政
権
は
王
権
と
の
公
武
関
係
を
も
と
に
読
み
解
く
方
が
よ
い
。
こ
れ
が
私
の
理
解
で
あ
る
。

　

本
書
刊
行
の
意
義

　

こ
こ
ま
で
長
々
と
中
・
近
世
の
王
権
概
念
を
武
家
政
権
に
援
用
す
る
こ
と
の
是
非
を
な
る
べ
く
平
易
な
形
で
述
べ
て
き
た
。
本
書
は

日
本
古
代
史
、
と
り
わ
け
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
王
権
の
実
態
、
王
権
と
貴
族
社
会
の
相
互
補
完
的
関
係
を
実
証
的
に
考
察
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
古
代
国
家
の
権
力
中
枢
の
あ
り
方
が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
書
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
書
の
ゴ
ー
ル
は
摂
関
政
治
の
成
立
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
政
治
形
態
は
平
安
時
代
を
通
し
て
採
用
さ
れ
た
国
制
で
あ
る
と
と
も

に
、「
自
今
摂
関
幕
府
等
廃
絶
」
と
宣
言
し
た
王
政
復
古
の
大
号
令
ま
で
存
続
し
続
け
る
（
（4
（

。
ま
た
、
本
書
で
取
り
上
げ
る
太
上
天
皇
や

皇
后
・
皇
太
后
も
前
近
代
史
を
通
し
て
み
ら
れ
る
身
位
で
あ
り
、
近
代
に
な
っ
て
も
太
上
天
皇
以
外
は
そ
の
内
実
を
変
え
な
が
ら
も
残

存
す
る
（
（4
（

。

　

さ
ら
に
、
本
書
で
は
日
本
古
代
の
王
権
構
造
の
有
り
様
が
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
、
比
較
史

の
観
点
も
重
視
し
て
お
り
、
太
上
天
皇
の
日
中
比
較
は
先
行
研
究
の
成
果
（
（4
（

に
譲
り
、
皇
后
・
皇
太
后
の
比
較
に
取
り
組
ん
だ
。
中
国
史

専
門
の
碩
学
の
方
々
か
ら
は
甚
だ
見
取
り
図
の
よ
う
に
し
か
み
え
な
い
不
十
分
な
成
果
で
あ
ろ
う
が
、
私
見
を
あ
え
て
示
す
こ
と
で
、
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議
論
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

本
書
で
は
ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
コ
ラ
ム
に
お
い
て
隣
接
諸
分
野
に
お
け
る
王
権
に
関
わ
る
事
例
を
取
り
上
げ
て
、
読
者
の
理

解
の
助
け
と
な
る
よ
う
に
努
め
た
。
こ
れ
は
自
身
の
研
究
成
果
を
古
代
史
以
外
の
分
野
を
専
門
と
す
る
方
々
、
あ
る
い
は
一
般
の
読
者

に
も
手
に
と
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
、
強
い
思
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
あ
と
が
き
」
で
触
れ
る
よ
う
に
、
私
事
な
が
ら
二
〇
二

二
年
四
月
よ
り
大
学
の
教
壇
で
日
本
史
を
教
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
身
の
研
究
を
い
か
に
日
本
史
の
通
史
や
東
ア
ジ
ア
史

に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
重
要
性
も
痛
感
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
示
し
た
上
で
、
早
速
古
代
国
家
の
権
力
中
枢
を
「
解
剖
」
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

註
（
1
）　

荒
木
敏
夫
「
王
権
と
は
な
に
か
」（『
日
本
古
代
の
王
権
』
敬
文
舎
、
二
〇
一
三
年
）。

（
2
）　

大
津
透
「
王
権
論
の
た
め
の
覚
え
書
き
」（
同
編
『
王
権
を
考
え
る
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
3
）　

河
内
祥
輔
「
中
世
の
国
家
と
政
治
体
制
」（（
2
）
前
掲
書
）。

（
4
）　

吉
田
一
彦
『
民
衆
の
古
代
史
』（
風
媒
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
古
代
国
家
論
の
展
望
」（『
歴
史
評
論
』
六
九
三
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
5
）　

荒
木
（
1
）
前
掲
論
文
。

（
6
）　

五
味
文
彦
「
東
国
の
王
権
」（（
2
）
前
掲
書
）。

（
7
）　

髙
橋
昌
明
『
平
家
と
六
波
羅
幕
府
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）。

（
8
）　

本
郷
和
人
『
謎
と
き
平
清
盛
』（
文
春
新
書
、
二
〇
一
一
年
）。

（
9
）　

入
間
田
宣
夫
「
藤
原
秀
衡
の
奥
州
幕
府
構
想
」（
上
横
手
雅
敬
編
『
源
義
経　

流
浪
の
勇
者
』
文
英
堂
、
二
〇
〇
四
年
）、
同
『
藤
原

秀
衡
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
）。

（
10
）　

藤
田
達
生
『
信
長
革
命
』（
角
川
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）。
な
お
、
同
「「
鞆
幕
府
」
論
」（『
芸
備
地
方
史
研
究
』
二
六
八
・
二
六
九
、
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二
〇
一
〇
年
）
は
、
足
利
義
昭
の
京
都
追
放
後
も
亡
命
政
権
た
る
「
鞆
幕
府
」
の
存
在
を
認
め
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
～
同
八

年
（
一
五
八
〇
）
の
間
は
、「
鞆
幕
府
」
と
織
田
政
権
の
並
立
期
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
乱
立
し
た
幕
府
概
念

を
近
年
再
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
東
島
誠
「「
幕
府
」
論
の
た
め
の
基
礎
概
念
序
説
」（『
立
命
館
文
学
』
六
六
〇
、
二
〇
一
九
年
）

が
あ
る
。

（
11
）　

山
本
博
文
「
統
一
政
権
の
登
場
と
江
戸
幕
府
の
成
立
」（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
日
本
史
講
座
5　

近
世
の
形
成
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
12
）　

新
田
一
郎
「
中
世
に
お
け
る
権
威
と
権
力
」（（
2
）
前
掲
書
）。

（
13
）　

谷
口
雄
太
『
分
裂
と
統
合
で
読
む
日
本
中
世
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）
が
平
易
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）　

黒
田
俊
雄
「
中
世
の
国
家
と
天
皇
」（
同
著
作
集
1
『
権
門
体
制
論
』
法
蔵
館
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
六
三
年
）。

（
15
）　

佐
藤
進
一
『
日
本
の
中
世
国
家
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
一
九
八
三
年
）。

（
16
）　

五
味
文
彦
編
『
日
本
の
時
代
史
8　

京
・
鎌
倉
の
王
権
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
（
6
）
前
掲
論
文
、
同
『
王
の
記

憶
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
17
）　

谷
口
（
13
）
前
掲
書
、
一
八
三
頁
。

（
18
）　

谷
口
（
13
）
前
掲
書
、
一
九
〇
頁
。

（
19
）　

大
石
学
『
首
都
江
戸
の
誕
生
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
20
）　

坂
井
孝
一
『
承
久
の
乱
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
八
年
）。

（
21
）　

堀
新
「
織
豊
期
王
権
論
」「
織
豊
期
王
権
論
を
め
ぐ
っ
て
」「
織
豊
期
王
権
論
再
論
」（『
織
豊
期
王
権
論
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一
一
年
、

初
出
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
22
）　

久
野
雅
司
『
織
田
信
長
政
権
の
権
力
構
造
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
九
年
）。
柴
裕
之
『
織
田
信
長
』（
平
凡
社
、
二
〇
二
〇
年
）

一
五
一
～
一
五
二
頁
は
、
将
軍
足
利
義
昭
追
放
後
に
信
長
が
天
下
人
と
し
て
君
臨
す
る
が
、「
織
田
権
力
」
の
語
を
使
用
す
る
と
断
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
「
政
権
」
の
概
念
が
中
央
権
力
と
統
一
権
力
と
区
別
せ
ず
に
使
用
さ
れ
、
政
権
化
＝
統
一
権
力
に
展
開
す
る
様
子

を
充
分
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
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（
23
）　

今
谷
明
『
室
町
の
王
権
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
〇
年
）。

（
24
）　

富
田
正
弘
「
室
町
殿
と
天
皇
」（
久
留
島
典
子
・
榎
原
雅
治
編
『
展
望
日
本
歴
史
11　

室
町
の
社
会
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、

初
出
一
九
八
九
年
）。

（
25
）　

川
岡
勉
「
中
世
日
本
の
王
権
と
天
下
成
敗
権
」（『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
五
六
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
26
）　

石
原
比
伊
呂
『
足
利
将
軍
と
室
町
幕
府
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
三
九
～
四
〇
頁
。
そ
の
他
、
近
年
義
満
に
関
す
る
成
果

が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
が
、
小
川
剛
生
『
足
利
義
満
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
二
年
）、
桃
崎
有
一
郎
『
室
町
の
覇
者 

足
利
義
満
』（
ち

く
ま
新
書
、
二
〇
二
〇
年
）
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。

（
27
）　

石
原
（
26
）
前
掲
書
、
六
〇
～
六
三
頁
。

（
28
）　

今
谷
明
「
観
応
三
年
広
義
門
院
の
「
政
務
」
に
つ
い
て
」（『
室
町
時
代
政
治
史
論
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
七
年
）、

岡
野
友
彦
『
院
政
と
は
何
だ
っ
た
か
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
二
〇
一
三
年
）
一
八
三
頁
。

（
29
）　

岡
野
（
28
）
前
掲
書
、
一
八
五
頁
。

（
30
）　

石
原
（
26
）
前
掲
書
、
七
四
頁
。
樋
口
健
太
郎
『
摂
関
家
の
中
世
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）
二
〇
七
頁
も
同
様
の
見
解
で

あ
る
。

（
31
）　

石
原
（
26
）
前
掲
書
、
八
三
頁
。

（
32
）　

佐
伯
智
広
『
皇
位
継
承
の
中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
一
八
四
～
一
八
六
頁
。

（
33
）　

一
方
、
桃
崎
有
一
郎
「
中
世
後
期
身
分
秩
序
に
お
け
る
天
皇
と
上
皇
・
室
町
殿
」（『
中
世
京
都
の
空
間
構
造
と
礼
節
体
系
』
思
文
閣

出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）
は
、
身
分
尺
度
と
し
て
の
「
陣
中
」
を
分
析
し
、
室
町
殿
は
天
皇
未
満
の
位
置
づ
け
で
、

外
護
者
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
な
お
、「
室
町
殿
」
に
つ
い
て
の
概
説
書
と
し
て
、
久
水
俊
和
編
『「
室
町
殿
」
の
時
代　

安
定
期
室
町
幕
府
研
究
の
最
前
線
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）
が
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
34
）　

佐
藤
（
15
）
一
二
三
～
一
二
四
頁
。

（
35
）　

坂
井
（
20
）
前
掲
書
、
四
二
頁
。

（
36
）　

上
横
手
雅
敬
「
承
久
の
乱
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
第
五
巻
中
世
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）、
河
内
祥
輔
「
朝
廷
・
幕
府
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体
制
の
諸
相
」（『
日
本
中
世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）、
坂
井
（
20
）
前
掲
書
、
九

五
～
九
八
頁
。

（
37
）　

佐
伯
（
32
）
前
掲
書
、
一
〇
五
～
一
二
一
頁
。
な
お
、
高
橋
典
幸
「
鎌
倉
幕
府
と
朝
幕
関
係
」（『
日
本
史
研
究
』
六
九
五
、
二
〇
二

〇
年
）
は
、
鎌
倉
時
代
の
公
武
関
係
に
つ
い
て
最
新
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
極
め
て
明
快
な
論
旨
を
展
開
し
て
い
る
。
是
非
一
読

さ
れ
た
い
。

（
38
）　

桃
崎
有
一
郎
「
北
条
氏
権
力
の
専
制
化
と
鎌
倉
幕
府
儀
礼
体
系
の
再
構
築
」（『
学
習
院
史
学
』
五
五
、
二
〇
一
七
年
）。

（
39
）　

江
戸
時
代
の
朝
幕
関
係
に
つ
い
て
は
、
高
埜
利
彦
『
江
戸
幕
府
と
朝
廷
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
40
）　

山
本
（
11
）
前
掲
論
文
。

（
41
）　

藤
田
覚
「
近
世
王
権
論
と
天
皇
」（（
2
）
前
掲
書
）。
な
お
、
織
田
信
長
の
権
力
に
つ
い
て
も
、
柴
（
22
）
前
掲
書
、
二
〇
一
頁
は
、

日
本
国
内
が
一
元
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
畿
内
近
国
を
中
心
と
し
た
「
天
下
」（
織
田
権
力
）
と
、「
地
域
」
国
家
（
各
地
の
諸
大

名
）
で
構
成
さ
れ
た
重
層
的
複
合
的
国
家
と
み
て
お
り
、
古
代
国
家
の
よ
う
な
単
純
な
国
制
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
42
）　

摂
関
家
の
あ
り
方
を
豊
臣
秀
吉
ま
で
ま
と
め
た
有
益
な
一
般
書
と
し
て
、
樋
口
（
30
）
前
掲
書
が
あ
る
。

（
43
）　

旧
皇
室
典
範
第
十
条
に
「
天
皇
崩
ス
ル
ト
キ
ハ
皇
嗣
即
チ
踐
祚
シ
祖
宗
ノ
神
器
ヲ
承
ク
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
生
前
譲
位
の

規
定
が
な
く
、
太
上
天
皇
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
今
日
の
皇
室
典
範
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
の

即
位
で
は
特
例
の
生
前
退
位
が
行
わ
れ
た
。
近
年
の
関
連
す
る
論
考
と
し
て
は
、
仁
藤
敦
史
「「
万
世
一
系
」
論
と
女
帝
・
皇
太
子
」

（『
歴
史
学
研
究
』
一
〇
〇
四
、
二
〇
二
一
年
）
が
あ
る
。

（
44
）　

春
名
宏
昭
「
太
上
天
皇
制
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』
九
九
―
二
、
一
九
九
〇
年
）、
会
田
大
輔
『
南
北
朝
時
代
』（
中
公
新
書
、
二
〇

二
一
年
）。
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参
照
／
『
日
本
紀
略
』：
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
※
『
日
本
後
紀
』
逸
文
の
場
合
、
訳
注
日

本
史
料
『
日
本
後
紀
』（
集
英
社
）
も
参
照
／
『
公
卿
補
任
』：
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
／
『
扶
桑
略
記
』：
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉

川
弘
文
館
）

『
万
葉
集
』：
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
／
律
令
：
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
）
／
『
令
義
解
』『
令
集
解
』：
新
訂
増
補
国
史
大
系

（
吉
川
弘
文
館
）
／
『
類
聚
三
代
格
』：
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
／
『
延
喜
式
』：
訳
注
日
本
史
料
（
集
英
社
）
／
『
別
聚
符
宣
抄
』：

新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
／
『
政
事
要
略
』：
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
／
『
年
中
行
事
抄
』：『
続
群
書
類
従
』
／
『
年

中
行
事
秘
抄
』：『
群
書
類
従
』
／
『
東
大
寺
要
録
』：
筒
井
英
俊
編
『
東
大
寺
要
録
』（
国
書
刊
行
会
）
／
『
日
本
霊
異
記
』：
日
本
古
典
文
学
全
集

（
小
学
館
）
／
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』：
蔵
中
し
の
ぶ
『『
延
暦
僧
録
』
注
釈
』（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
の
該
当
部
分
、
新
訂

増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
／
『
懐
風
藻
』：
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
／
『
本
朝
文
粋
』：
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）

／
『
菅
家
文
草
』：
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』（
岩
波
書
店
）
／
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』：『
群
書
類
従
』
／
『
藤
氏
家
伝
』：

沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
『
藤
氏
家
伝　

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝
注
釈
と
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
／
『
興
福
寺
流
記
』：

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
興
福
寺
叢
書
一
／
『
性
霊
集
』：
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）

『
礼
記
』：
新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）
／
『
周
礼
』：
中
華
書
局
／
『
漢
書
』：
中
華
書
局
／
『
史
記
』：
中
華
書
局
／
『
後
漢
書
』：
中
華
書
局



xxiv

／
『
三
国
志
』：
中
華
書
局
／
『
宋
書
』：
中
華
書
局
／
『
北
史
』：
中
華
書
局
／
『
南
史
』
中
華
書
局
／
『
隋
書
』：
中
華
書
局
。
※
池
田
雅
典
ほ

か
訳
『
中
国
史
書
入
門　

現
代
語
訳　

隋
書
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
も
参
照
／
『
旧
唐
書
』：
中
華
書
局
／
『
新
唐
書
』：
中
華
書
局
／
『
唐
六

典
』：
中
華
書
局
／
『
三
国
史
記
』：『
完
訳
三
国
史
記
』（
六
興
出
版
）
／
『
魏
書
』：
中
華
書
局
／
『
宋
史
』：
中
華
書
局

『
醍
醐
天
皇
御
記
』：
所
功
編
『
三
代
御
記
逸
文
集
成
』（
国
書
刊
行
会
）
／
『
吏
部
王
記
』：
史
料
纂
集
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
／
『
貞
信
公
記

抄
』：
大
日
本
古
記
録
（
岩
波
書
店
）
／
『
九
暦
』：
大
日
本
古
記
録
（
岩
波
書
店
）
／
『
小
右
記
』：
大
日
本
古
記
録
（
岩
波
書
店
）
／
『
権
記
』：

史
料
纂
集
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
／
『
左
経
記
』：
増
補
史
料
大
成
（
臨
川
書
店
）
／
『
春
記
』：
増
補
史
料
大
成
（
臨
川
書
店
）
／
『
行
親
記
』：

大
日
本
古
記
録
『
平
記　

上
』（
岩
波
書
店
）
／
『
中
右
記
』：
大
日
本
古
記
録
（
岩
波
書
店
）、
増
補
史
料
大
成
（
臨
川
書
店
）
／
『
殿
暦
』：
大
日

本
古
記
録
（
岩
波
書
店
）
／
『
兵
範
記
』：
増
補
史
料
大
成
（
臨
川
書
店
）
／
『
玉
葉
』：
国
書
刊
行
会
／
『
儀
式
』：
故
実
叢
書
（
明
治
書
院
）
／

『
西
宮
記
』：
故
実
叢
書
（
明
治
書
院
）
／
『
北
山
抄
』：
故
実
叢
書
（
明
治
書
院
）
／
『
外
記
補
任
』：
続
群
書
類
従
完
成
会

正
倉
院
文
書
：『
大
日
本
古
文
書
』
／
如
意
輪
陀
羅
尼
経
奥
書
：『
石
山
寺
古
経
聚
英
』（
法
蔵
館
）
／
五
月
一
日
経
願
文
：
上
代
文
献
を
読
む
会
編

『
上
代
写
経
識
語
注
釈
』（
勉
誠
出
版
）
／
『
平
安
遺
文
』：
竹
内
理
三
編
『
平
安
遺
文
』（
東
京
堂
出
版
）
／
『
維
摩
経
文
疏
』：『
大
日
本
続
蔵
経
』

／
『
叡
山
大
師
伝
』：『
続
群
書
類
従
』
／
『
東
宝
記
』：『
続
々
群
書
類
従
』
／
『
梅
松
論
』：『
群
書
類
従
』
／
『
一
代
要
記
』：
続
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
／
『
寛
平
御
遺
誡
』：
日
本
思
想
大
系
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』（
岩
波
書
店
）
／
『
元
亨
釈
書
』：
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文

館
）
／
『
拾
遺
往
生
伝
』：『
続
群
書
類
従
』
／
『
大
神
宮
諸
雑
事
記
』：『
大
日
本
史
料
』
／
『
東
大
寺
別
当
次
第
』：『
群
書
類
従
』
／
『
北
野
天

神
御
伝
』：『
大
日
本
史
料
』
／
『
金
峰
山
神
社
文
書
』：『
大
日
本
史
料
』
／
『
竹
生
島
縁
起
』：『
群
書
類
従
』
／
『
神
護
寺
略
記
』：『
校
刊
美
術

史
料
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
）
／
『
天
台
座
主
記
』：『
続
群
書
類
従
』
／
『
唐
決
集
』：
大
日
本
仏
教
全
書
『
天
台
霞
標
』
／
『
恒
貞
親
王
伝
』：

『
続
群
書
類
従
』
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初
出
一
覧

序
章
　
日
本
古
代
王
権
構
造
の
研
究
動
向
と
課
題
（
新
稿
）

　
第
一
部　

八
世
紀
の
王
権
構
造
と
そ
の
周
辺

第
一
章
　
八
世
紀
太
上
天
皇
制
の
諸
相
（
新
稿
）

第
二
章
　
八
世
紀
の
皇
后
・
皇
太
后

　「
し
り
へ
の
政
と
皇
后
―
八
・
九
世
紀
を
中
心
に
―
」（『
日
本
歴
史
』
第
八
四
四
号
、
二
〇
一
八
年
）
を
分
割
の
上
、
加

筆
修
正
。

〔
コ
ラ
ム
〕
飛
鳥
時
代
の
王
権
（
新
稿
）

第
三
章
　
大
伴
古
麻
呂
と
「
選
ば
れ
た
四
位
官
人
」

　
　
　
　「
大
伴
古
麻
呂
と
奈
良
時
代
政
治
史
の
展
開
」（『
古
代
文
化
』
第
六
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
五
年
）
を
加
筆
修
正
。

第
四
章
　
藤
原
永
手
と
内
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　「
奈
良
時
代
の
内
臣
と
藤
原
永
手
」（『
古
代
文
化
』
第
七
〇
巻
第
三
号
、
二
〇
一
八
年
）
を
加
筆
修
正
。

第
五
章
　
藤
原
仲
麻
呂
と
光
明
子
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　「
光
明
子
と
仲
麻
呂
」（『
史
聚
』
第
五
二
号
、
二
〇
一
九
年
）
を
加
筆
修
正
。

〔
コ
ラ
ム
〕
東
ア
ジ
ア
の
王
権
比
較
（
新
稿
）
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第
二
部　

平
安
期
王
権
構
造
へ
の
転
回
―
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
向
け
て
―

第
一
章
　
称
徳
王
権
論
（
新
稿
）

※
早
稲
田
古
代
史
研
究
会
（
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
日
、
於
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
て
「
称
徳
・
桓
武
王
権
論

―
皇
位
継
承
と
官
人
編
成
か
ら
み
た
権
力
構
造
―
」
と
い
う
題
目
で
概
要
を
口
頭
発
表
。
そ
の
後
得
た
知
見
を
加
筆
。

第
二
章
　
奈
良
時
代
の
王
権
と
内
臣
（
新
稿
）

〔
コ
ラ
ム
〕
日
本
中
世
・
近
世
の
王
権
概
念
（
新
稿
）

第
三
章
　
桓
武
天
皇
の
王
権
構
想
と
平
安
初
期
の
議
政
官
（
新
稿
）

※
早
稲
田
古
代
史
研
究
会
（
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
日
、
於
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
て
「
称
徳
・
桓
武
王
権
論

―
皇
位
継
承
と
官
人
編
成
か
ら
み
た
権
力
構
造
―
」
と
い
う
題
目
で
概
要
を
口
頭
発
表
。
そ
の
後
得
た
知
見
を
加
筆
。

第
四
章
　
平
安
前
期
太
上
天
皇
制
と
そ
の
行
方
（
新
稿
）

第
五
章
　
皇
后
・
皇
太
后
の
変
質
と
母
后
の
登
場
―
九
世
紀
を
中
心
に
―

　「
し
り
へ
の
政
と
皇
后
―
八
・
九
世
紀
を
中
心
に
―
」（『
日
本
歴
史
』
第
八
四
四
号
、
二
〇
一
八
年
）
を
分
割
の
上
、
加

筆
修
正
。

〔
コ
ラ
ム
〕
近
現
代
に
お
け
る
皇
室
（
新
稿
）

終
章
　
八
・
九
世
紀
王
権
構
造
の
変
質
過
程
と
政
治
史
の
展
開
（
新
稿
）
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索引（事項）

索　　引

事　　項

（大伴）御行系　　121, 160, 164

（大伴）安麻呂系　　121-123, 132, 133, 

153-157, 164

大原野祭　　427, 435, 437-439

蔭位制　　8, 10

【か】

外交権　　1, 51, 390-392, 396, 419, 420, 

423, 424, 428

家産　　24, 154, 167, 179, 187, 190, 193, 

195, 209, 247, 248, 250, 252, 253, 

257, 259, 261, 282-284, 287, 288, 291, 

293, 301, 303-306, 310, 313-316, 328, 

341-343

春日祭　　436

唐物　　389, 392, 396, 475

官司先買権　　240

諫臣　　276, 351-353, 363

官人制　　10, 134, 158, 350

関東行幸　　15, 39, 40, 59, 145, 199, 453, 

454

関白　　14, 58, 68, 382, 432, 473, 475 

機関化　　11, 12, 27, 361, 363, 470

キサキ決定権　　380, 381, 385, 386

議政官　　8-10, 16, 17, 42, 58, 93, 122, 

126-129, 132, 133, 137, 139, 140, 144, 

157, 163-165, 180-182, 186, 191, 193, 

196, 213, 230, 233, 239, 241-244, 247, 

【あ】

遺詔　　49, 97, 105, 206, 207, 231, 277, 

278, 358, 395-397, 404, 454, 457, 471

乙巳の変　　33, 114, 115, 192, 269, 273, 

275, 288

院司　　60, 69, 71, 388, 412, 466, 476, 

477, 480

院政　　vi-viii, 60, 61, 69, 70, 325, 476, 

477

陰陽二元論　　81, 83-85, 87, 88, 91, 94, 

103, 104, 440, 454

宇佐八幡宮神託事件　　236-238, 240-

242, 257, 258, 263

宇多院政　　19, 372, 459

選ばれた四位官人　　16, 105, 119, 129, 

130, 132, 133, 138, 141, 145, 157, 158, 

180, 209, 261, 342, 357, 359, 360, 

455, 457, 459

王権研究（王権論）　　ii, v, 1-3, 11-13, 313, 

403, 404, 465, 472, 475, 479

王権の権威者　　38, 39, 47-50, 59, 81, 

145, 377, 379, 384, 389, 392, 396, 397, 

400, 403, 404, 406, 424, 459, 461, 

472

大后　　5, 6, 73-75, 104, 114, 277, 419

（大伴）吹負系　　164

（大伴）馬来田系　　132, 164
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252-254, 256-259, 269, 279, 287, 

293-295, 297-299, 301, 303, 305, 307, 

323, 328, 341, 346-348, 350-352, 356, 

357, 359, 360, 362, 455, 457, 461, 467, 

472

畿内政権論　　1, 8, 12, 139

共同統治　　5, 6, 45, 50, 67, 80, 218, 

235-237, 242, 258, 262, 331, 414, 432, 

457

近侍官　　273, 276, 279, 281, 285-287, 

298, 306, 310, 458

公卿　　11, 17-20, 60, 139-141, 143, 144, 

157, 160, 171, 245-247, 265, 271, 299, 

305, 313, 315, 328, 335, 337, 353-356, 

358, 360-363, 374, 383, 386, 422, 
455, 457-461, 463, 466, 470-472, 476

　―上表　　336, 337, 369, 419, 445, 

463, 476

草壁嫡系　　205, 207, 231, 327, 338

薬子の変　　4, 5, 18, 19, 42, 284, 333, 351, 

360, 371-374, 403

恭仁宮　　43, 64

蔵人所　　5, 136, 247, 304, 315, 316, 343, 

349, 371

計会　　270, 279, 280, 282, 284, 287, 297

外記政　　360, 361

遣唐使　　45, 119, 122, 130, 132, 133, 155, 

248, 352, 375, 406, 423, 436, 446

権門体制論　　iv, 377, 406

権力核　　130, 133, 152, 187, 190, 212, 

259, 278, 314, 337, 460

後院　　5, 371, 466, 477, 478

皇位継承決定権　　v, viii, 18, 55, 56, 241, 

257-259, 313, 336, 337, 457, 458, 476

合議　　8, 9, 12, 16, 17, 60, 95-97, 120, 

123, 126, 132, 133, 139, 141, 144, 151, 

157, 182, 223, 230-232, 237, 241, 245, 

258, 274, 291, 311, 313, 331, 334, 335, 

342, 359, 360, 419, 422, 455-458, 471, 

472, 476

後宮統括権　　7, 24, 77, 415, 417, 418, 426

後見　　vi, 5, 7, 12, 33, 34, 38, 39, 43-45, 

51, 56-60, 73, 77, 93-95, 100, 154, 184, 

187, 191, 197, 213, 218, 232, 272, 278, 

292, 294, 302, 314, 321, 324, 337, 

360, 361, 371, 372, 377, 379, 384-386, 

388, 395-397, 402, 403, 407, 410, 

414, 426, 427, 431, 439, 440, 451, 454, 

456, 459-461, 463, 469, 472, 476

皇后宮（皇后宮職）　　6, 7, 20, 23, 24, 43, 

64, 73, 74, 81, 92-94, 104, 209, 247, 

282, 284, 303, 304, 309, 312, 313, 

327, 413-415, 417, 425, 436, 439, 443, 

454, 475

皇后執政権　　16, 75, 312, 337, 418

皇親　　129, 130, 152, 207, 220, 231, 240, 

307

皇太子監国　　7, 13, 102, 113

口頭伝達　　5, 41, 99, 173, 174, 179, 193, 

371, 375, 401

興福寺　　195, 214, 278, 282, 283, 285, 

287, 313, 391, 396, 398, 402, 435, 437

固関　　4, 46, 118, 155, 168, 278, 462

坤宮官　　6, 24, 108, 188, 247, 284, 303, 

313

【さ】

斎宮（斎王）　　6, 12, 92, 395

山陵　　88, 376, 395, 467

紫香楽宮　　39, 40, 42, 43, 63

紫微中台　　6, 7, 24, 73, 75, 179, 187, 188, 

191, 199, 209, 219, 247, 248, 284, 292, 

303, 309, 313

紫微内相　　16, 170-172, 187, 188, 198, 



3

索引（事項）

238, 271, 289, 290, 294, 310, 320, 350

紫微令　　12, 171, 172, 191, 199, 289, 290, 

307, 309-311, 320

仕奉（君臣関係）　　10, 96, 99, 229, 310, 

350, 351, 355, 356, 363, 410, 459

儒教的観念　　16, 85, 90, 91, 104, 326, 

442, 444, 454

譲位　　i, xiii, 5, 16, 18, 33, 34, 45, 47, 59, 

60, 97, 114, 173, 206, 213, 218, 224, 

231, 245, 288, 294, 309, 321, 325, 

328, 330, 331, 334, 335, 360, 364, 

373, 377-380, 383-386, 403, 424, 

430, 431, 451, 459, 476

称制　　95, 275-277, 327

上宣　　17, 42, 173, 186, 190, 193, 244, 

247, 259, 291, 305, 328, 357, 360

昌泰の変　　386, 397, 403

上東門院故実　　449

承和の変　　139, 337, 338, 418, 419, 422, 

424, 427, 434, 460, 462, 463, 469

女帝　　5, 20, 53, 65, 73, 80, 89, 101, 107, 

112, 223, 224, 227, 241, 325, 329, 413, 

451

しりへの政　　7, 16, 74-77, 79, 80, 82, 

92-95, 104, 107, 191, 197, 219, 222, 

309, 312, 324, 337, 414, 415, 417, 418, 

435, 436, 454

賑給　　90, 326, 420, 421, 424, 428, 

440-442, 450

親蚕儀礼　　85, 87-91, 103, 104, 109 

陣定　　470

摂関　　iii-v, vii, ix, 12, 13, 299, 307, 311, 

386, 394, 404, 434, 439, 451, 459, 

475, 476

　―家　　vii, xiii, 160, 337, 391, 449, 

473, 475-477

　―政治　　ix, 19, 20, 58, 329, 357, 

361, 363, 372, 379, 402, 404, 430, 

440, 459, 460, 469

摂政　　5, 14, 58, 67, 377-379, 387, 396, 

397, 401-403, 429-432, 439, 440, 

448, 451, 459, 474, 475

施薬院　　81, 283, 414, 421, 438, 454

宣命　　7, 16, 20, 35, 47, 48, 52, 74-79, 81, 

82, 87, 91, 92, 95, 97, 103, 104, 107, 

108, 162, 206, 217, 231, 258, 265, 324, 

334, 377-379, 383-386, 403, 414, 415, 

417, 430, 431, 454, 459

葬司　　123, 128, 130, 140, 162, 187, 189, 

208, 220, 254, 257, 259, 267, 323, 

339, 341, 410, 469

宗廟　　84, 86-88, 90, 91, 103, 104, 416

即位年齢　　51, 218

尊号　　52, 53, 97, 100, 105, 206, 217, 

219, 371, 456

孫王　　56

【た】

大王　　1, 10, 45, 47, 96, 114, 115, 218, 

229, 277, 318, 350, 358

大師　　51, 55, 57-60, 65, 67, 200, 218, 

239, 454

太政大臣　　57, 58, 67, 89, 233, 275, 311, 

317, 378, 430-432

太政大臣禅師　　233-236, 263

大臣外交　　184, 274, 275

大弁　　10, 120, 122, 128, 129, 137, 

142-145, 152, 153, 157, 175, 180, 246, 

339, 347, 349, 359, 360

大宝令　　3, 4, 8, 33, 41, 45, 60, 136, 138, 

142, 231, 367, 454

多極構造（多極化）　　2, 11, 12, 184, 272, 

294, 307, 309, 321, 328, 330, 331, 

403, 404
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竹田庄　　154, 167

橘奈良麻呂の変　　16, 49, 56, 95, 98, 102, 

103, 105, 118, 119, 129, 145, 148, 149, 

152, 154, 158, 161, 188, 189, 191, 199, 

200, 202, 206, 212-215, 219, 419, 454, 

456, 460

知太政官事　　18, 140, 143, 272, 278, 307, 

309-311, 314, 323, 458

聴政　　360, 470

中宮職　　77, 283, 427, 428

朝覲行幸　　14, 350, 371, 383, 424, 426

勅旨所（勅旨物所,  勅旨省）　　24, 194, 

247, 248, 252, 284, 303, 313, 343

帝権分離宣言　　55, 56, 58-60

天智系　　228, 238

天皇大権　　1, 4, 13, 18, 39, 51, 56

天武系　　196, 207, 231, 310, 361, 

春宮坊（東宮機構）　　7, 25, 135, 175, 323, 

339, 346, 363, 468, 469, 480

東国国家論　　iii, iv, viii
東大寺　　38, 47, 48, 80, 81, 120, 128, 

321, 393, 414, 454

【な】

内宴　　355, 356, 363, 387

内竪省（竪子所）　　247, 248, 343

内臣　　12, 13, 15-19, 46, 105, 135, 161, 

170-173, 175, 178-193, 195-198, 205, 

209, 269-303, 305-307, 309-316, 318, 

320, 323, 328, 341-343, 349, 352, 

358, 359, 361, 456-459

内大臣　　18, 275, 298-301, 305, 306, 

312, 315, 317, 342, 361, 458

内覧　　383, 385, 386

長岡宮　　44, 312, 346, 414

長屋王の変　　9, 130, 132, 133, 153, 

156-158, 163, 208, 285-288, 313, 320

難波宮　　39, 42, 43, 47, 56

奈良麻呂与党　　49, 99, 122, 148-153, 

156, 162, 166, 181, 188, 203, 212, 213, 

216, 218, 243, 419, 456

女院　　325, 404, 410, 474, 477

女官　　134, 135, 281, 282, 417

ノブレス・オブリージュ　　416, 444

【は】

廃太子　　vi, 81, 95, 97, 102, 103, 105, 

127, 139, 141, 180, 182, 188, 205, 206, 

219, 230, 231, 329-331, 337, 363, 418, 

419, 422, 424, 434, 454, 455, 468, 469

藩邸の旧臣　　25, 468

氷上川継事件　　362, 463

悲田院　　81, 414, 421, 454

一人諮問　　58

不改常典　　95, 231, 232, 244, 334, 476

福田思想　　81, 108, 414, 454

藤原種継暗殺事件　　93, 155, 468, 469

藤原仲麻呂暗殺未遂事件　　250

藤原仲麻呂の乱　　56, 59, 60, 189, 207, 

228, 236, 242, 248, 250, 252, 253, 

257, 259, 266, 349, 352, 437

藤原広嗣の乱　　194, 211

藤原宮子大夫人称号事件　　9

平城宮　　6, 35, 44, 56, 73, 77, 92, 95, 

145, 250, 291, 360, 373, 374, 466

法王　　233-236, 242

母后　　7, 14, 20, 73, 361, 381, 396, 397, 

404, 413, 414, 418, 419, 421, 425-427, 

429, 431, 432, 434, 435, 439, 440, 

459-461, 469, 472-474

法華寺　　43, 169, 170, 178, 190, 194, 284, 

290

弁官　　9, 70, 122, 123, 130, 132, 133, 135, 

150, 154-158, 160, 173-175, 179, 323, 



5

索引（事項）

346, 347, 353, 476

【ま】

マエツキミ層（大夫層）　　8, 10, 12, 25, 

129, 132, 144, 357-359

道長院政（道長王権）　　12, 477, 482

殯宮　　114, 358

【や】

維摩会　　214-216, 219, 265, 398, 402, 

411, 436, 437

幼帝　　7, 19, 58, 73, 361, 378, 379, 

395-397, 403, 413, 426, 429, 461, 469, 

470

【ら】

立太子　　29, 50, 55, 65, 96, 97, 118, 

126-128, 141, 151, 154, 156, 157, 

180-182, 188, 205-208, 217-219, 231, 

237, 241, 242, 256, 258, 291, 300, 312, 

327, 330, 335-337, 365, 369, 418, 419, 

455, 463

律令国家　　iii, 1, 3, 5, 8, 9, 20, 83, 117, 

118, 158, 224, 283

律令制　　1, 8-10, 33, 60, 74, 88, 103, 117,  

223, 253, 272, 307, 313, 348

令外官　　170, 247, 248, 250, 253, 309, 

311

鈴印　　7, 49, 56, 95, 99, 102, 103, 105
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【あ】

県犬養橘三千代　　210-212, 278, 279

県犬養広刀自　　130, 239

秋篠安人　　349

朝野鹿取　　139

足利義昭　　xi

足利義嗣　　v

足利義満　　v- vii

足利義持　　vii

安宿王　　118, 123, 128, 130, 166, 180, 

188, 195, 207, 208

敦成親王　　438

穴穂部皇子　　114, 358

安倍兄雄　　351

阿倍石井　　162

安倍毛人　　339

安倍息道　　266

阿倍首名　　142

安倍古美奈　　44, 351

阿倍佐美麻呂　　129

阿倍（布勢）嶋麻呂　　122

阿倍（布勢）広庭　　122, 137, 163

阿倍（布勢）御主人　　122

安倍安仁　　139

阿保親王　　418

在原業平　　429, 431

粟田真人　　248

粟田道麻呂　　242, 248, 250, 252

伊尹　　68

韋皇后　　86, 88, 416

飯豊皇女　　451

五百枝王　　301

池田王（池田親王）　　120, 126, 140, 151, 

152, 180, 181, 196, 205, 218, 239, 455

石川石足　　122, 142, 163

石川年足　　122, 181, 293, 295, 339

石川豊成　　123, 246, 254

石川豊人　　44, 339

石川名足　　122, 341

石川難波麻呂　　339

伊勢老人　　250, 252, 464, 465

石上乙麻呂　　132, 163

石上麻呂　　143

石上宅嗣（物部宅嗣）　　127, 132, 246, 

250, 253, 254, 257, 298

一条兼良　　325

一条天皇　　402

井上内親王　　6, 7, 12, 18, 20, 24, 73, 77, 

78, 81, 82, 91, 92, 94, 104, 107, 

237-242, 256, 258, 327-330, 413, 414, 

417, 439, 454

伊予親王　　312, 332, 333, 337, 348, 351, 

458

陰皇后〔後漢〕　　84

宇多天皇（宇多太上天皇,  定省親王）　　
19, 111, 335, 336, 372, 379-405, 

407-412, 441, 442, 459, 478, 483

円融太上天皇　　401, 402, 404, 405, 412, 

450, 459

多入鹿　　405

大伴稲公（稲君）　　119, 121, 129

大伴牛養　　466

大伴兄麻呂　　126, 161, 181, 293, 295

歴史人名
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索引（歴史人名）

大伴伯麻呂　　339, 341

大伴古慈斐　　209, 436

大伴古麻呂　　12, 16, 17, 105, 118-123, 

126-130, 132, 133, 141, 145, 148-158, 

160, 166, 167, 180-182, 188, 195, 205, 

207, 208, 436, 455, 456, 480

大伴坂上郎女　　121, 162

大伴宿奈麻呂　　121, 122, 133, 481

大伴駿河麻呂　　121

大伴旅人　　119, 121-123, 132, 136, 142, 

153, 163, 286, 298, 481

大伴継人（継仁）　　122, 155, 159, 469, 

480, 481

大伴永主　　155, 168

大伴道足　　132, 137, 145

大伴御行　　121

大伴室屋　　358

大伴家持　　118, 119, 121-123, 132, 154, 

155, 339, 341, 464, 465, 467, 469, 481

大伴安麻呂　　121-123

大中臣清麻呂　178, 244, 246, 254, 295, 

297, 298, 300, 301

大中臣子老　　297

大神高市麻呂　　352

王莽　　102, 103

他戸親王　　78, 91, 236, 238, 241, 242, 

329, 330, 363

織田信長　　v, xiii

小野東人　　49, 95, 148, 150, 153, 203

小野毛野　　141

小野篁　　375, 376, 406

【か】

霍光　　68, 101

郭皇后〔後漢〕　　84, 102

郭務悰　　274

笠麻呂　　142, 467

葛野王　　96, 231

上道斐太都　　148

賀茂真淵　　277

鑑真　　69, 120, 122, 181, 186, 234, 293, 

295

桓武天皇（山部親王）　　19, 43, 44, 78, 

82, 91, 93, 94, 143, 155, 175, 193, 196, 

300, 301, 312, 313, 323, 327-334, 337, 

338, 341, 345-354, 356, 360-363, 365, 

413, 414, 458, 464, 465, 469, 476

義空　　420

義慈王　　274

魏徴　　　276, 352

紀飯麻呂　　145

紀麻路　　128, 181, 293, 295

紀船守　　323, 346

紀勝長　　301, 345, 346

紀古佐美　　323, 343, 346, 354

紀淑光　　388, 391, 395

吉備真備　　133, 138, 164, 234, 237, 242, 

244, 246, 250, 254, 256, 263, 295-297

吉備由利　　256

黄文王　　118, 130, 181, 188, 207, 208

清原夏野　　375

恭（劉某,  前少帝）〔前漢〕　　101

行基　　40

金庾信　　274

日下部子麻呂　　248, 250

草壁皇子　　327, 338

百済王明信　　346

継体天皇　　vi

恵帝〔前漢〕　　101

元正天皇（元正太上天皇）　　5, 12, 15, 

34-46, 50, 59, 61-63, 81, 154, 278-

280, 294, 309, 318, 330, 360, 363, 

453, 454, 466, 467

献文帝〔北魏〕　　224
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元明天皇（元明太上天皇）　　34, 44, 46, 

59, 66, 112, 141, 191, 231, 245, 277-

279, 281, 288, 309, 313, 316, 318, 462, 

467

光格天皇　　i, 326

広義門院（西園寺寧子）　　vi, vii, 325

皇極天皇（斉明天皇）　　33, 60, 114, 115, 

223, 269, 276, 277, 281, 288, 318

孝謙天皇（阿倍内親王,  孝謙太上天皇,  称
徳天皇）　　18, 19, 34, 36, 37, 43, 47, 

50, 51, 53-60, 64-69, 80, 89, 95, 

97-101, 105, 127, 134, 150, 153, 154, 

156, 162, 175, 180, 182, 187-189, 191, 

194, 200, 202, 203, 205, 206, 212-

214, 217, 218, 227-232, 234-238, 

240-244, 247, 248, 250, 252-254, 

256-259, 262-264, 278, 294, 296, 

304, 305, 313, 327, 328, 330, 331, 

338, 339, 342, 349, 352, 357, 432, 

454, 456-458, 476

孝元太皇太后（王政君）　　102, 103

光孝天皇　　335, 424, 434

光厳天皇　　vi, 325

高宗（李治）〔唐〕　　86, 369

孝徳天皇　　269, 277

光仁天皇（光仁太上天皇,  白壁王）　　6, 

18, 20, 34, 59, 77, 78, 81, 82, 92, 127, 

141, 228, 237, 238, 240-242, 246, 250, 

254, 256-258, 278, 296-298, 300, 

305, 312, 314, 315, 320, 321, 327-331, 

338, 339, 341, 346, 347, 361, 362, 413, 

458, 465 

光武帝〔後漢〕　　84

杲宝　　　　364

光明子（光明皇后,  光明皇太后）　　5-7, 

13, 15-19, 23, 24, 35, 36, 38, 39, 43, 

47, 49, 51, 53, 55, 56, 58-60, 65, 69, 

73-77, 79-82, 87, 88, 90-105, 107, 129, 

130, 132, 133, 145, 149, 152-154, 

156-158, 162, 167, 170, 178, 179, 

181-184, 187, 188, 190, 191, 195-197, 

199-212, 214-219, 230, 243, 248, 278, 

282-288, 290-294, 309, 310, 313, 327, 

328, 330, 397, 413-415, 419, 421, 424, 

429, 434, 436, 437, 439, 440, 452, 

454-457, 460, 461, 468

光明天皇　　vi, 325

後円融天皇（後円融上皇）　　v, vi

後光厳天皇　　vi, 325

後小松天皇（後小松上皇）　　vi, vii

後桜町天皇（後桜町上皇）　325, 326

後三条天皇（後三条院）　　476, 477

後白河天皇　325

後朱雀天皇（敦良親王）　　474, 475

巨勢邑治（祖父）　　132, 298

巨勢堺麻呂（堺万呂,  閞麻呂）　　128, 

129, 145, 161, 171, 212, 213

巨勢太益須　　141

巨勢徳太　　277

巨勢奈氐麻呂（奈弖麻呂）　　171, 466

巨勢野足　　349

巨勢麻呂　　141, 143

後高倉院　　vii

後鳥羽上皇（後鳥羽天皇）　　v, viii

後堀河天皇　　vii

後伏見上皇　　vi, 325

惟喬親王　　334

【さ】

西園寺公望　　451

嵯峨天皇（嵯峨太上天皇,  神野親王）　　5, 

18, 19, 76, 312, 314, 332-334, 337, 345, 

350, 351, 353-356, 360, 362, 363, 

371-377, 384, 387, 397, 403, 406, 409, 
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索引（歴史人名）

413, 414, 419, 421-423, 446, 458, 459, 

462, 463, 471, 472

酒人内親王　　465

坂上田村麻呂　　196, 323, 346, 349, 354

早良親王　　78, 93, 329-331, 469

塩焼王　　129, 130, 151, 180-182, 187, 

188, 196, 202, 205, 207, 208, 218, 

291, 465

志貴親王　　77, 81

重明親王　　478

滋野貞主　　139

思託　　93

持統天皇（持統太上天皇）　　16, 34, 40, 

44-46, 50, 59, 96, 223, 229, 231, 287, 

288, 309, 352

渋沢栄一　　452

下毛野古麻呂　　141, 143

淳和天皇（大伴親王）　　77, 82, 312, 

332-334, 337, 353, 355, 376, 413, 416, 

417, 458, 462

淳仁天皇（大炊王）　　36, 43, 50-59, 66, 

68, 69, 95-97, 100, 105, 118, 120, 128, 

151, 154, 156, 157, 180-182, 188, 

205-208, 213, 217-219, 228, 229, 231, 

232, 235, 236, 238, 239, 258, 291, 

310, 330, 454, 456

上官皇太后〔前漢〕　　101, 102

昭憲皇太后（美子）　　451, 452

聖宝　　386, 389, 411

聖武天皇（首皇子）　　5, 9, 12, 15, 19, 

34-44, 46-50, 53-57, 59, 60, 62-66, 

69, 76, 81, 91-95, 97-99, 101, 105, 120, 

123, 128, 130, 134-138, 145, 153, 154, 

157, 164, 173, 181, 184, 187, 200, 202, 

204, 206-209, 211, 212, 218, 229, 231, 

232, 235, 238, 239, 248, 258, 260, 

270, 278, 279, 281, 284, 287, 288, 

292, 294, 309, 320, 321, 328, 330, 

397, 413, 414, 453-455, 457, 467

昭和天皇（裕仁親王）　　33, 451

白河天皇（白河上皇）　　325, 476, 477

神功皇后　　108, 451

真徳女王〔新羅〕　　223

推古天皇（炊屋姫,  額田部皇女）
114, 223, 358

菅野真道　　175, 196, 323, 345-347, 353, 

354

菅原清公　　158

菅原是善　　158

菅原道真　　158, 335, 380, 382, 383, 385, 

386, 411

崇光院　　vi

朱雀天皇　　19, 395-397, 403

崇峻天皇　　114, 115

鈴鹿王　　137, 307, 310

清和天皇（清和太上天皇,  惟仁親王）　　5, 

58, 89, 110, 334, 361, 377-379, 386, 

397, 400, 403, 404, 407, 424, 426, 

428-431, 434, 440, 442, 448, 450, 

459, 460

善徳女王　　223

蘇我入鹿　　115

蘇我馬子　　115

蘇我蝦夷　　115

蘇我連子　　274, 277, 318

則天武后〔唐〕　　74, 86-88, 101, 213, 

223, 224, 262, 416, 455

【た】

醍醐天皇（敦仁親王）　　335, 380-389, 

391-397, 401, 403, 404, 408, 410, 478

大正天皇　　451

太宗〔唐〕　　83, 86, 223, 276, 348, 352, 

353, 356, 363
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太宗〔宋〕　　409

当麻山背　　53, 100, 217

平滋子（建春門院）　325

高野新笠　　44

高市皇子　　231

多治比県守　　137

多治比池守　　136, 278, 298

多治比国人　　123, 145, 150

多治比嶋　　245

多治比広足　　123, 128, 181, 203, 293, 

295

多治比三宅麻呂　　163

橘氏公　　139

橘嘉智子　　76, 77, 82, 93, 94, 107, 314, 

337, 397, 413-428, 447, 459, 460, 463

橘奈良麻呂　　49, 64, 99, 118, 119, 129, 

130, 133, 145, 148-153, 156, 157, 166, 

181, 188, 203, 207, 208, 212, 293, 295

橘諸兄（葛城王）　　42, 49, 50, 98, 130, 

137, 145, 187, 191, 200, 212, 283, 360, 

466

長孫皇后〔唐〕　　83, 108

長孫無忌　　369

奝然　　409

褚遂良　　　369

褚无量　　86

恒貞親王　　139, 337, 418, 419, 422, 434, 

462, 463, 469

貞明皇后（節子）　　451, 452

天智天皇（中大兄皇子）　　192, 215, 231, 

244, 273-277, 281, 310, 352, 458

天武天皇（大海人皇子）　　45, 129, 277, 

287, 309, 352, 359

道鏡　　57, 67, 227, 232-238, 240-242, 

248, 256-259, 262-264, 327, 331, 338, 

432, 457

道武帝〔北魏〕　　223

徳大寺実則　　451

独孤皇后〔隋〕　　83

舎人親王　　52, 53, 100, 151, 217, 278, 

307, 456

伴国道　　122, 155

伴善男　　122, 155, 156, 435

豊臣秀吉　v, xiii

【な】

直仁親王　　vi

長親王　　256, 327

長屋王　　9, 46, 118, 130, 208, 278, 279, 

282, 285, 287, 298

新田部親王　　129, 151, 181, 207, 286, 465

仁明天皇（正良親王）　　336, 337, 371, 

375, 387, 406, 410, 418, 420-422, 424, 

427, 444, 462, 470-472

【は】

間人皇女　　277, 318

班子女王　　111, 381, 385, 386, 407

氷上川継　　464, 465

敏達天皇　　358

馮太后〔北魏〕　　223

藤原明子　　397, 425, 427-429, 434, 435, 

437, 438, 447, 460

藤原安子　　82, 107

藤原家依　　250, 341

藤原五百重　　129, 151, 181, 207

藤原威子　　475

藤原胤子　　385, 401, 410

藤原魚名　　170, 183, 186, 190, 197, 246, 

254, 269-272, 288, 291, 292, 294, 295, 

298-303, 305, 306, 311-313, 315, 328, 

342, 343, 458

藤原内麻呂　　184, 343-345, 349, 351, 

437
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索引（歴史人名）

藤原宇合　　137, 285, 301

藤原小黒麻呂　　341

藤原緒嗣　　139, 337, 344-346, 349, 352, 

353, 471

藤原乙牟漏　　19, 44, 78, 82, 91-94, 104, 

107, 312, 327, 329, 330, 337, 351, 413, 

414, 435, 443

藤原温子　　380, 381, 386

藤原穏子　　380, 381, 396, 407, 417, 

439-441

藤原楓麻呂　　266

藤原葛野麻呂　　196, 333, 351

藤原兼家　　311, 401, 402

藤原兼通　　299

藤原（中臣）鎌足　　17, 18, 68, 129, 151, 

167, 170, 181, 186, 187, 190, 192, 197, 

207, 209, 215, 221, 244, 257, 265, 269, 

270, 272-277, 281, 286, 288, 294, 

298-300, 306, 310, 313, 315, 317, 318, 

352, 359, 458

藤原公季　　299

藤原蔵下麻呂　　141, 266

藤原姸子　　417

藤原巨勢麻呂　　140, 189

藤原是公　　248, 250, 361

藤原伊周　　299

藤原定方　　395, 410

藤原実資　　402

藤原実頼　　387

藤原彰子（上東門院）　　69, 325, 404, 

438, 439, 449, 473-475, 477, 483

藤原順子　　397, 425-430, 434, 435, 437, 

438, 447, 460

藤原菅根　　382, 386

藤原娍子　　82, 417

藤原詮子（東三条院）　　475

藤原園人　　354, 355

藤原高子　　397, 410, 425, 429-434, 440, 

460

藤原乙叡　　184, 345, 346

藤原高藤　　305

藤原忠実　　67, 473

藤原縄主　　450

藤原忠平　　19, 382, 387, 391, 392, 

395-397, 403, 431, 441, 459, 478

藤原縄麻呂　　127, 242, 246, 250, 252, 

254, 257, 270, 279, 298, 302, 303, 

305, 306, 314, 328, 342, 343

藤原田麻呂　　132, 246, 254

藤原種継　　78, 270, 312, 361, 362, 469

藤原多比能　　130

藤原継縄　　184, 246, 346, 361

藤原時平　　19, 380, 381, 383, 385-387, 

396, 397, 403, 411, 459

藤原豊成　　96, 123, 128, 150, 151, 166, 

180, 181, 186, 191, 199, 203, 205, 219, 

230, 242, 266, 279, 293, 295, 346, 

466

藤原永手　　16-18, 105, 128, 140, 151, 161, 

175, 178-191, 194-196, 198, 203, 205, 

209, 234, 241-244, 246, 247, 250, 

254, 257, 259, 263, 271, 288, 290-297, 

299, 301, 302, 305, 306, 309-315, 

320, 341, 342, 456, 458

藤原仲成　　405

藤原仲平　　396

藤原仲麻呂　　9, 16, 51, 53, 55-60, 65, 67, 

68, 89, 118, 119, 121, 122, 128-130, 

132, 140, 145, 148-154, 156, 157, 159, 

164, 167, 170-173, 175, 180, 181, 

185-191, 194, 197-200, 202-205, 207, 

209, 212-219, 222, 228, 238, 239, 

248, 265, 271, 273, 275, 289-295, 309, 

310, 339, 350, 436, 437, 454, 456, 461, 
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466

藤原信長　　474

藤原教通　　299, 474

藤原浜成　　464, 465

藤原房前　　46, 137, 170, 183, 185, 186, 

189-191, 195, 197, 198, 209, 210, 269, 

270, 272, 277-288, 291-294, 296-299, 

301, 302, 306, 307, 309, 311-315, 342, 

345, 349, 458

藤原不比等　　45, 90, 130, 141, 187, 209, 

215, 235, 244, 259, 266, 278, 283, 

287, 288, 316, 436

藤原冬緒　　378

藤原冬嗣　　184, 334

藤原真夏　　405

藤原麻呂　　130, 137, 151, 162

藤原御楯（千尋）　　121, 145, 212, 213

藤原道隆　　475

藤原道長　　60, 325, 417, 474, 477, 482

藤原宮子　　64, 77, 120, 123, 128, 187, 

208

藤原武智麻呂　　137, 187, 199, 266, 279, 

286-288, 292, 298, 309, 313

藤原宗忠　　67

藤原基経　　5, 20, 335, 377-379, 397, 

403, 410, 429-435, 440, 448, 459, 460

藤原百川（雄田麻呂）　　141, 250, 261, 

270, 301-306, 314, 328, 342, 343, 345, 

465

藤原八束（真楯）　　135, 136, 145, 

172-175, 179, 184, 194, 212, 213, 270, 

281, 284, 316, 345

藤原行成　　439, 474

藤原良継（宿奈麻呂）　　127, 170, 171, 

178, 183, 186, 190, 191, 197, 198, 244, 

269-272, 288, 289, 291, 292, 294-303, 

305, 306, 311-313, 315, 328, 342, 458

藤原吉野　　376

藤原良房　　57, 67, 89, 139, 337, 419, 421, 

422, 435, 446, 448, 463, 471

藤原良相　　435, 437

藤原良世　　437

藤原頼通　　438, 474, 475

武帝〔前漢〕　　137

道祖王　　57, 81, 95, 97, 102, 105, 141, 

180, 182, 188, 205-207, 219, 230, 231, 

235, 419, 454, 455

船王（船親王）　　140, 151, 239, 332, 455, 

466

不破内親王　　130, 181, 207, 238, 465

文帝〔隋〕　　83

文室大市（邑知王）　　237, 246, 254, 256, 

264, 295, 297, 298, 301, 466

文室珍努（智努王,  智奴王,  浄三）　　126, 

129, 140, 141, 151, 152, 162, 171, 180, 

205, 209, 230, 237, 256, 257, 264, 

327, 466

平城天皇（平城太上天皇,  安殿親王）　　
18, 19, 93, 284, 312, 314, 329, 330, 

332-334, 337, 345, 347, 349-353, 356, 

360, 362, 363, 371-375, 384, 402, 

405, 458, 459

卞太后〔魏〕　　102

房玄齢　　369

北条義時　　viii

穂積親王　　143

【ま】

正子内親王　　77, 78, 82, 90, 94, 107, 314, 

397, 413, 416, 417, 419, 422-424, 428, 

439-441, 446, 460

正躬王　　139

万多親王　　300, 332

美智子皇后　i
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索引（歴史人名）

御名部皇女　　66, 112

源実朝　　v, viii

源融　　335

源時中　　402

源常　　139, 421

源英明　　395, 410

源信　　139, 334, 422, 435

源雅信　　483

源頼家　　viii

源頼朝　　viii

三原王　　151, 167, 466

三原春上　139

神王　　351

牟漏女王　　179, 187, 209-211, 278, 287

明治天皇　　451, 452

明正天皇　　325

本居宣長　　53, 64, 101, 263

文徳天皇（道康親王）　　57, 334, 337, 

418, 419, 426, 446, 463, 470

文武天皇（軽皇子）　　45, 96, 231, 287

【や】

保明親王　　336

山県有朋　　451

山村王　　242, 266

雄略天皇　　358

弓削清人　　242, 246, 254, 266

陽成天皇　　335, 378, 385, 401, 410, 411, 

425, 429-434, 441, 442, 448, 458-460, 

478

代明親王　　478

【ら】

李世勣　　　　　　369

劉邦〔前漢高祖〕　102

呂后（呂太后）〔前漢〕	 101, 102

呂尚（太公望）　　68

冷泉天皇（冷泉太上天皇）　　　478

【わ】

和気王　　242

和気清麻呂　　44

和気広虫　　352

和気真綱　　139
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【あ】

相磯達夫　　5, 22, 407, 447

会田大輔　　xiii, 223, 224

阿部猛　　165, 479

阿部武彦　　8, 26

荒木敏夫　　iii, x, 2, 6, 7, 11, 13, 14, 21, 23, 

25, 27, 28, 61, 65, 66, 69, 74, 77, 79, 

80, 107, 108, 112-115, 118, 159, 223, 

224, 227, 259-261, 263, 267, 272, 317, 

320, 450

有富純也　　3, 21, 37, 62

池田温　　368

池田昌広　　138, 165

池田幸恵　　24, 82, 107, 108

石井輝義　　163

石井正敏　　264

石井良助　　20, 481

石上英一　　93, 110, 111, 192, 320, 409

石田実洋　　481

石原比伊呂　　vi, vii, xii
石母田正　　1-3, 9, 18, 21, 26, 47, 64

市大樹　　62, 165

伊藤喜良　　30, 70, 405, 434, 448, 479

伊藤循　　25

伊東玉美　　412

井上薫　　89, 106, 110

井上和人　　319

井上正望　　110, 386, 407, 409

井上光貞　　9, 26, 322

井上亘　　6, 23, 24, 75, 106, 107, 192, 315

井原今朝男　　27, 70

荊木美行　　197

今泉隆雄　　252, 266, 303, 321

今江広道　　192

今谷明　　v, xii, 325, 326

弥永貞三　　118, 159

井山温子　　24, 75, 107, 221, 222

入間田宣夫　　x

岩田真由子　　407, 408

岩田芳子　　481

岩橋小弥太　192, 316

岩本健寿　　108, 445

上島享　　27, 28, 69, 325, 326, 482

上田早苗　　109, 110

上野誠　　48, 64, 167

牛山佳幸　　411

海上貴彦　　482

梅村恵子　　7, 16, 25, 29, 443

上横手雅敬　　xii
江川式部　　113

榎本淳一　　264

榎本渉　　445

榎村寛之　　6, 12, 23, 28, 30, 92, 111, 260, 

263, 363, 427, 442, 447

フリードリヒー・エンゲルス　　2, 21

遠藤慶太　　85, 109, 317, 365, 420, 445, 

450, 471, 478, 479, 481

遠藤みどり　　24, 29, 107, 365, 444

大石学　　iv, xi
大江篤　　446

大川原竜一　　411

大隅清陽　　10, 25, 27, 29, 113, 174, 175, 

194, 347, 366, 368

研究者名
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索引（研究者名）

大津透　　ii, x, 406

大平和典　　364

大平聡　　2, 21, 64, 138, 159, 165, 261, 

262, 318

大町健　　21

大山誠一　　20, 316, 418

岡野友彦　　vii, xii, 325, 326, 482

岡村幸子　　411, 443, 478

岡安勇　　109

小川剛生　　xii
沖森卓也　　317

小倉慈司　　211, 221, 412

長田圭介　　261　
押部佳周　　317

朧谷寿　　410

尾山篤二郎　　160, 167

【か】

郭茵　　113

筧敏生　　4, 5, 22, 29, 33, 61-63, 71, 165, 

194, 316, 405, 480

笠井剛　　25

勝浦令子　　108, 162, 234, 240, 241, 

262-264, 445-447, 450

加藤麻子　　23, 66, 318

加藤謙吉　　25, 369

加藤友康　　412

鐘江宏之　　119, 149, 153, 159, 160, 163, 

166, 196, 318 

金子修一　　83, 86, 108-110, 444

金子裕之　　262, 263

鎌田重雄　　109

鎌田元一　　161

神谷正昌　　14, 28, 68, 365, 448, 470, 

477, 479, 481, 482

亀田隆之　　212, 213, 221, 267, 323, 324, 

479

川岡勉　　vi, xii
河上麻由子　　68

川口常孝　　160, 167

川崎庸之　　64

川尻秋生　　11, 26, 27, 365, 368, 370, 

407, 408, 410, 411, 470, 471, 478, 481

菅真城　　411

E・H・カントーロヴィチ　　21

岸俊男　　4-6, 22, 64, 68, 73, 75, 105, 

106, 128, 161, 192, 193, 316, 318, 462, 

479

北啓太　　62

北康宏　　111, 261

北村有貴江　　67

北山茂夫　　65, 119, 159, 166, 322, 323, 

364

鬼頭清明　　6, 23, 106, 446

木下正子　　24, 108

木村茂光　　434, 448

木本好信　　56, 64-66, 68, 96, 112, 128, 

160, 161, 163, 166, 184, 192, 193, 

195-198, 206, 213, 219-222, 260, 264, 

266, 267, 279, 300, 316, 318-321, 323, 

366, 483

京樂真帆子　　165

櫛木謙周　　110, 162, 440, 441, 445, 450

熊谷公男　　111, 171, 193, 261, 316, 365

蔵中しのぶ　　110, 111

倉本一宏　　8, 10, 25, 26, 115, 167, 192, 

193, 219, 220, 222, 265, 299, 305, 

306, 316, 317, 320-323, 359, 368, 369, 

448, 449, 478, 479

栗林茂　　446

栗原朋信　　113

栗山圭子　　70, 325, 326

黒板伸夫　　165, 408

黒須利夫　　137, 165
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黒田俊雄　　iv, xi, 27, 406

久野雅司　　v, xi
氣賀澤保規　　83, 108

河内祥輔　　ii, iii, x, xii, 30, 67, 105, 263, 

365, 405, 448, 479

河内春人　　122, 160

小島毅　　109, 110

古藤真平　　407, 482

小林崇仁　　111

小林敏男　　6, 23, 316, 317

駒井匠　　408, 409

五味智英　　163

五味文彦　　iii, iv, x, xi
小山雅人　　64

今正秀　　168, 335, 365, 401, 404, 407, 

412, 447, 448

近藤毅大　　23, 24, 95, 106, 111, 112, 162, 

197

【さ】

斎藤融　　4, 5, 22, 33, 61, 411

佐伯有清　　61, 386, 408, 446

佐伯智広　　vii, xii, xiii, 70

坂井孝一　　viii, xi-xiii

酒井芳司　　58, 68, 262

坂上康俊　　21, 25, 67, 323, 363, 448, 

468, 480

坂江渉　　110

栄原永遠男　　178, 194, 207, 220, 222

榊佳子　　162, 163

坂本賞三　　68, 70

坂本太郎　　21, 26, 317

鷺森浩幸　　23, 63, 121, 135, 144, 160, 

162, 164, 166, 172, 173, 175, 178, 179, 

193-195, 197, 209, 221, 247, 263, 266, 

280, 282, 287, 316, 319-321, 324, 347, 

357, 366, 368

桜田真理絵　　22, 29, 65, 107, 112, 365, 

445, 479

佐々木恵介　　68, 265, 365, 448, 478

佐々木宗雄　　410

笹山晴生　　107, 160, 166, 196, 222, 252, 

265, 266, 319, 348, 349, 367

佐多芳彦　　164

佐藤健治　　445

佐藤早樹子　　448

佐藤進一　　iv, viii, xi, xii
佐藤宗諄　　7, 24, 366

佐藤長門　　12, 16, 25, 26, 28, 29, 53, 61, 

65-67, 101, 111, 112, 126, 127, 144, 161, 

166, 180, 195, 231, 232, 260-262, 264, 

358, 359, 364, 369, 379, 407, 411, 448, 

468, 477, 480

佐藤信　　108, 196, 317

佐藤全敏　　315, 324, 447

佐藤泰弘　　62

佐野真人　　112, 261

皿井舞　　411

澤田浩　　167

繁田信一　　405

篠川賢　　261, 322

柴裕之　　xi, xiii

島津毅　　445

下郡剛　　70

下向井龍彦　　398, 411

東海林亜矢子　　24, 106, 107, 407, 412, 

417, 443, 444, 447

白根靖大　　69, 70, 480

新川登亀男　　318

新城理恵　　109, 110

末木文美士　　28

末松剛　　24, 106, 412, 443

杉本一樹　　194

杉本憲司　　108, 137, 165
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索引（研究者名）

鈴木景二　　29, 356, 368, 405, 446

鈴木拓也　　352, 368

鈴木琢郞　　263, 322

鈴木裕之　　348, 367

鈴木靖民　　62, 163

角谷常子　　113

関晃　　8, 25, 29, 261, 322, 323, 367

関根淳　　13, 22, 23, 25, 28, 106, 113, 164, 

197, 320, 406

千田豊　　25

曽我良成　　70

十川陽一　23, 27, 106, 161, 179, 193, 195, 

197, 209, 221, 252, 266, 282, 301, 303, 

304, 316, 318-322, 342, 366

薗田香融　　26, 68, 366

【た】

高島正人　　119, 159, 160, 166, 322, 323

高田淳　　165, 332, 364

髙田宗平　　408

高埜利彦　　xiii

高橋崇　　165, 221

高橋典幸　　xiii

髙橋昌明　　x

高松百香　　449, 482

瀧川政次郎　　23, 106, 197, 262, 263

瀧浪貞子　　22, 27, 71, 105, 108, 192, 

263-265, 316, 407, 411, 429, 433, 442, 

447-449, 466, 480

竹内理三　　8-10, 20, 26, 117, 159, 322, 

323, 481

竹内亮　　108

竹田紀衣　　409

田島公　　24, 194-196, 248, 266, 449, 483

田中卓　　261

田中史生　　264, 445, 446

谷口やすよ　　109, 113

谷口雄太　　iv, xi
谷本啓　　233, 235, 262-264

玉井力　　14, 28, 70, 71, 365

田村圓澄　　20, 265, 481 

田村葉子　　24, 107, 430, 447

塚本剛　　109, 112

逵日出典　　111

土田直鎮　　57, 67, 136, 164, 193, 197, 

253, 266, 319

角田文衞　　68, 247, 266, 343, 366, 367, 

410, 447, 448, 479

手島崇裕　　409

寺内浩　　110, 445

土肥孝　　222

土居嗣和　　30, 193, 316, 320, 321

藤堂かほる　　111, 261

東野治之　　16, 23, 29, 106, 160, 161, 163, 

175, 178, 194-196, 198, 220, 234, 

262-264, 290, 291, 320

冨樫進　　215, 221

時野谷滋　　263

所功　　166, 383, 407

礪波護　　109

土橋誠　　449

富田正弘　　v, xii, 70

豊島悠果　　109

虎尾達哉　　10, 27, 29, 123, 126, 129, 132, 

144, 161-167, 195, 220, 265, 267, 316, 

322, 323, 357, 358, 368, 369, 374, 

405, 416, 444

【な】

直木孝次郎　　43, 63, 64, 324

中尾浩康　　62

中川収　　66, 163, 265, 319, 323

中澤達哉　　21

永田英明　　166



18

中西康裕　　111, 185, 196, 261, 263, 321

中野渡俊治　　4, 22, 29, 33, 38-40, 43, 

51, 61-63, 65, 111, 261, 365, 378, 

405-408, 445, 447, 479, 482

中林隆之　　23, 106

中村和樹　　411

中村光一　　167

中村英重　　222, 443

中村裕一　　224

中村順昭　　23, 24, 194, 247, 266, 319, 

321, 324

中本和　　479

長山泰孝　　8, 9, 26, 29, 117, 159, 368

並木和子　　442

成瀬高明　　197

西野悠紀子　　24, 29, 77, 106, 107, 443, 

446

西村健太郎　　449

西本昌弘　　128, 161, 195, 220, 323, 331, 

356, 360, 361, 364, 368-370, 415, 443, 

444

新田一郎　　iv, xi
仁藤敦史　　xiii, 4, 5, 10, 12, 22, 24, 

27-29, 33, 38-42, 46, 47, 57, 61-65, 

67-69, 111-113, 164, 220, 222, 235, 

260-262, 307, 318, 321, 323, 346-348, 

356, 366, 368, 369, 405, 411, 412, 445, 

446, 451, 452, 480

仁藤智子　　18, 24, 29, 30, 59, 69, 106, 

107, 260, 263, 278, 317, 318, 321, 330, 

363, 417, 422, 423, 442-444, 446, 447, 

449, 479

二宮正彦　　192, 316

布目順郎　　110

野口恵子　　167

野口剛　　118, 159, 462, 479

野尻忠　　110, 445

野村育世　　447

野村忠夫　　9, 26, 122, 155, 159, 160, 163, 

164, 166, 168, 192, 280, 316, 319, 322, 

323, 365, 369

【は】

橋本剛　　62, 63

橋本義則　　6, 23, 30, 43, 62-64, 73, 106, 

107, 360, 363, 369, 442, 444

橋本義彦　　22, 29, 57, 67, 70, 262, 305, 

306, 322, 480

畑中彩子　　108

服部一隆　　113, 444

濱口重國　　367

浜田久美子　　196, 408

早川庄八　　9, 11, 13, 21, 26, 27, 29, 42, 

63, 159, 193-195, 197, 207, 220, 244, 

247, 260, 262, 265, 322, 323, 363, 

367, 369, 370, 470, 472, 481

林美希　　367

林陸朗　　107, 112, 193, 221, 323, 368, 

445

原武史　　451, 452

原朋志　　322, 323

原田種成　　368

春名宏昭　　xiii, 4, 5, 7, 22, 33, 39, 50, 

61-63, 65, 95, 111, 193, 194, 224, 318, 

320, 322, 323, 363-365, 375, 376, 393, 

396, 402, 405, 406, 409, 411, 412, 

465, 472, 477, 480, 481

伴瀬明美　　70, 411, 444

東島誠　　xi
樋口健太郎　　xii, xiii, 28, 69, 412, 482

久水俊和　　410

平川南　　167

廣岡義隆　　162

福井俊彦　　25, 68, 266, 364, 468, 480
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索引（研究者名）

服藤早苗　　24, 29, 69, 106, 110, 325, 

326, 407, 412, 417, 443, 444, 447, 449, 

473-475, 477, 479, 481-483

福山敏男　　111

藤井由紀子　　222

藤木邦彦　　410

藤田勝久　　165

藤田覚　　ix, xiii

藤田達生　　x

藤森健太郎　　165

古内絵里子　　264

古尾谷知浩　　283, 304, 315, 319, 322, 

324

古瀬奈津子　　24, 25, 28, 106, 164, 281, 

319, 404, 407, 412, 443, 450, 473, 481

マルク・ブロック　　21

宝賀寿男　　160

A・M・ホカート　　21

保科季子　　84, 109

細井浩志　　267

保立道久　　389, 391, 408, 409, 423, 446

保母崇　　25

洞富雄　　20, 481

堀新　　v, xi
堀裕　　263, 409

堀井佳代子　　409

堀江潔　　65, 112

堀口修　　452

本郷和人　　x

本郷恵子　　332, 364, 482

本郷真紹　　262

【ま】

前田晴人　　212, 213, 221

増尾伸一郎　　318, 319

俣野好治　　188, 196, 197

松尾光　　57, 66, 167

松崎英一　　68

松本政春　　318

松本保宣　　137, 165

美川圭　　70, 325, 326

水口幹記　　409

水野柳太郎　　23, 55, 61, 62, 66, 106

水林彪　　20, 27

溝口睦子　　117, 159, 160

三谷芳幸　　110

皆川雅樹　　264, 389, 408, 475, 482

宮崎揚弘　　444

宮崎健司　　449

宮田俊彦　　253, 267

村和明　　326

目崎徳衛　　30, 354, 368, 372, 376, 380, 

387, 388, 391, 396, 400, 404-406, 

408, 412, 446, 459, 479

持田泰彦　　267

望月一樹　　367

桃崎有一郎　　xii, xiii, 478

森公章　　23, 27, 160, 162, 164, 166, 167, 

192, 195, 211, 220, 221, 262, 274, 317, 

318, 365, 406-409, 423, 443, 445-447, 

449

森田悌　　111, 261, 387, 408, 446

森本公誠　　42, 63, 64

【や】

八重樫直比古　　263

八木充　　322

矢越葉子　　171, 193, 317

矢嶋泉　　317

安田政彦　　364

安永知晃　　109

安原功　　70

柳雄太郎　　23, 106, 166, 194, 197, 293, 

297, 320
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柳沢菜々　　194, 266

山内晋次　　482

山口博　　448

山下信一郎　　166

山下紘嗣　　25

山下有美　　106, 318

山田兼一郎　　450, 478

山田英雄　　322, 323

山田充昭　　266, 367

山中裕　　62

山本一也　　411, 444

山本崇　　284, 319, 385, 393, 407, 409, 

446

山本信吉　　192, 193, 197, 266, 269, 270, 

279, 280, 302, 305, 306, 315, 318, 322

山本博文　　iii, ix, xi, xiii

山本幸男　　151, 167

横田健一　　318, 322, 323

義江明子　　29, 45, 62-64, 66, 110, 117, 

152, 159, 162, 167, 187, 197, 211, 212, 

221, 223, 224, 260, 318, 449, 467, 480

吉江崇　　168, 265, 370, 481

吉川真司　　9, 10, 24, 26, 27, 29, 106, 

136, 161, 164, 165, 168, 171, 193, 194, 

221, 244, 261, 263, 265, 283, 317, 319, 

320, 322, 363, 368, 406, 412, 443, 

450, 477, 481

𠮷川敏子　　23, 95, 106, 111, 184, 192, 

196, 197, 222, 270, 279, 280, 286, 315, 

318, 319

吉田晶　　3, 21

吉田一彦　　x

吉田孝　　21, 117, 159, 222, 264, 265, 366, 

367, 444

吉田靖雄　　449

吉永匡史　　367

芳之内圭　　321

吉村茂樹　　61, 62

吉村武彦　　10, 27, 96, 112, 229, 260, 

350, 367

米田雄介　　24, 75, 76, 106, 107, 192, 193, 

301, 316, 317, 366, 443, 449, 480

【ら】

李成市　　264

龍粛　　30, 405, 479

ジャン＝ポール・ルー　　21

【わ】

若井敏明　　263

和田英松　　448

渡辺晃宏　　166, 266, 321

渡辺滋　　318, 408

渡辺直彦　　66, 71, 480

渡邊誠　　409
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